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序

本淋は、 平成J4年）文に行った羽犬塚山ノ前j辿跡の判蔵文化財鼎,J粁．報告
, 1 只であります。

ヽ,,, 1 Iiは、 古代の幹線道路であった「西悔近」が南北に縦断してし、たこと
が過ムの発掘調代や歴史地狸学で明らかにされ、 今 1111 の発伽調介で西悔道
跡の調 ffが6辿跡、 8調ft I I になりました。 これらの成呆から、 大字羽犬
塚から）ゞ I j'. 餡川までの約3.3kmがほぽー 直線に繋がる古代追路であったこ
とが埓古学によって i鱈 lされました。 また、 追路跡に伴う住屈群や渇淋 I·.

化村を確認したことで、 古代駅紺rJに伴う駅家「込野駅家」の{i-在も窺わせる
発見にもなりました。

本報竹にあたり、 地権者である'f'.1�1激 、 敏ー氏、 ,lf�びに1i1係者各位に文
化財へのこゞ即解、 こ協力を賜ったことを深く感謝 fl Iし上げます。

平）戊 15 イド3) J 
筑後iii教育委員会
教育長 牟IJII I禾II艮
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II . 位置と環境

筑後diは糾岡県の1H西部、 筑後 、 Jl野の巾央部に位\Vi するO di域を.JR/lじリJ島本線と1叶追2091}が縦断し、

J 1,J逍442けが横断する。 また、 iii怜rn品には 一級河川())矢部川、 t J I央f'illには山ノ）J: 川や化‘ぷ川 、 北部には
介1 1川が西流するっ di北部には上［納山 地から派屯する八女ri:陵が11りに延び 、 湘漑川の汗fl池が点(1: する。
低位叫状地である米部や、 低地である南内部には11む菜水路が発述している。 .,,diは県内付数のI没業地堺
であり、 北部の丘陵地域では米樹園や荼畑 、 東部や怜j 11射mでは米必巾心のIll I・!ti地堺が1ムがる iii 街地は ．

J liJ近に沿って iiiの中心祁に形成されている。
今J11l報併する）J>JJ心塚山ノ1'11f辿跡はdi 中央にN:Viし 、 八女Ii':陵樹部が束西に展IJHする地形である '''

1
辿

跡をin点として北側 、 1v1i 0111は谷状地形になり 、 iり術や梨 、 米窃O)J:如菜地mであるが 、 Ji.t近の＇む地開発＾、り・
によりも地化が進行している地域でもある。

ヽ'1辿跡），'ii辺では多くの辿跡が訓介されており 、 南西約200rnには 、 古代の(]:J,1;, 1作や褐,1�I沿村をIll I: し
たゆI)ミ塚1J1追辿跡」、 1v,i約200111には占代Cl)fl: /,1 )跡や泊路辿構を検111した「>J>J犬塚射場ノ本追跡J、 ,v,i
約900mには内代'J'\'追跡を検Illした「山ノ）J: 川11辿跡」や比沿椀を多数出I: した11應久 tJ I�1.1 LI辿跡」、 北
約200mには占代の(J:.J,r; ltfを検Illした「前It It ti Iノ恥且跡Iが(l-在する， また、 ）('j-'. ・ルJ犬塚は近Jll·0)1i'i場
町として栄え 、 「J1iil!fJ.i)立」と呼ばれる街逍跡もfl).(f.する地域である’’

瓶史地fll[i'l'·Jに概観すると 、 小'j-'.界 と人:·j-: 界の ·,�iSが,v, 辿跡から巾北陥にかけて 、 ほぼ11'(線にラインが
り1かれてしヽる。 この況昇線を 西r/1J追跡(『\追跡） とする先学諸氏のliJf究による1ft走がなされ 、 その延及
線Lの加y,j部で 「riJJ I I I 中iiiノ塚辿跡」「約111木）外ノfり辿跡J「徊JIii牛ヶ池辿跡J「山ノ）1: 川1 1 辿跡J等の追
路辿hりが検IIIされてしIる。 このことにより、 ,t(ltil.: された西¥1� 逍跡('J'i追跡）は!it11'k ,.: (/. 任していること
が 明らかになり、 ·;-: 界である今J11Jの』,',!ffで 追路辿樅を検111したことで 、 山にその梢l此が刑す こと となっ

た。 また、 推定ライン I:には 小'j咋名で「IJ(路」「中追」「馬洗渕」「横逍」「追山」など「追」にl!bl係した
小.{-が残る地域である。

t It令では古代 駅（パ制による「駅」の設Wtが規迫され 、 筑後JtiJには個I JI: ・駅 、 凶野駅 、 ボt追 駅(/)� 駅がVi
かれていたとされる（「延�·1,.式J) 大·0府から久WI 米di�切I付近に想定されている「御） J: 駅」までの直線
距離が約23Km 、 その叫Ill地）．’、(の佐質県枯1111 11r付近に「J駐諏」が札l迫されてしヽることから『延；••いしJ
による駅間の距離 が30りt(約16Km)ではなく約25用（約12Km}であるとされてしヽる 「御JI: 駅」か
ら次の「込野 駅」までを約25111.(約12Km)で想定すると'11

1 ii jゆI)ミ塚付近('杓Ic路、 'j·: fl: ノマヤ）にな
ること が先学諸氏の研究で明らかにされてしヽる。 今1111の調f'f. 地の一 i徹「II:ノマヤ」の小字名は 、 「泌野駅
家」の乱l定を冴える,-.でのI「('災なFがかりとなる'(-名である。

ぼ•'t文糾l
凩1�r1, 史-mrl!!-J 筑l'.l 巾 l!l97
以WI収"史·1./112�- 久l'f( 恥ii 19$M 
!JJ)JA.J'!! りjJりノ1•.il'.l跡J 筑後 iiiえ化臥J/Uri1l!',.,'f t釦11i 汲後 ii』,1H1 kU会 19Dfi 
『徳久"'か111Jtl趾 筑後 ,1,.:i:,し財，�W1Uかり切l!Jり↓ 凩加 ,,�(1公U公199H
tlilllし 'i'fl> Iぶ園I 筑伽 t, 人化IH ,JHrttl l'i ,11 � 和1り！ 筑怜 1,rm 祖 U公 1!)87 
1)i1ilい,, ノ 1,Jtl趾II J 11t1か1, t化財J1t'dlll'r,1f /f.221� 筑；1'.l ,h YHI合U公 1999 

11A1な•hl'·l叫州釦II」 ,A: 怜 I』文化11{.JHr船＇ぃり m11111.11 JA後,lirift-fllt� 2002 
『筑1か1i11,1m蹄UT IV I J)l, 後 1fi文化Iii .J,W \'lll'h 'f ti\'15'�l 1/t役"牧(leなU公 2002 
I筑後山陥地 I.(氾跡 Jll'VII 筑後 ,t, 文化JH,J�frftll',.'F m、1研l J)l,/如iMr·�n公 2001 
松H-n r筑f�)也Ii を縦 l�rする占代駅11,,1 『MUSEUM KYUSI IU:'11!:J 切 1111物館守紐閻頃九州公汲 1983 
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Fig.l 筑後市全図、 小字図(1/40000)
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)\''/ 位 につ し ヽて は 』Ii] 介 I){ 内 で迩 し ヽ が あ り 以 下 に 分 類 し て ，記 載す る 。 (Fig.4 )
l 調fclメ．北イ\llJ /'tll 分

視況から 約'1 0cm-60cmの灯II I:、 卜に 淡 茶 黒 色 Kの包含Rり がイfイE し 、 U含）I汁 を 除 k し た lliiで幣地A"/ ( ' I ' ・
近 l it) を Ii'�出認 し た こ の整地）f'/の叶!/l!IJ 部 分 の Iii�黒灰色 Iこに 切 り 込む形で辿構1Cii を 確品 し ( I 10i) , f『f黒灰
色 卜を 除 ム• し た 1M と 淡県／火 色 I: ( 古代） に 切 り 込む形で辿 tJ'IJ riu' を確認 し た ( 1 1 1/.ii} 。 山 に 淡 県／火 色 1 -. 等の
辿 構 lfli を 除l'.,す る と 、 淡 茶 橙 色 ,-. (地山） に 切 り 込む形で辿構1ui を 確 1認 し た ( 11 1 1(11 ) 。

2調 ff.I凶怜iil!IJ (近路辿 構 検 w r邪 分）
視況か ら 20cm-30cmのilU 1-. ド に 淡 茶 黒色 KのU含）1v/ が (i-イI: し 、 淡 爺黒 色 I: を 除 公 す る と 、 山 に 淡 黒 茶

色 I·. ( 古 代） の 包含II'り を 確認 し た 。 淡 瓜 茶 色 I·. の ，12, 含 Jrり を 除kす る と 、 淡 茶 梢 色 I・ （ 地 山 ） に 切 り 込 む
形で辿構 1f1i を 確認 し た ( 11 1 t面） 。

3調1'11: 1メ: 1M側 ( ( U対等 検 l l \ 部 分 ）
視 況か ら 2 0cmf'腿位）灯11 I·. ド に 淡 灰 茶 色 K の li2- 含）rり を 確認 し 、 淡｝火 茶 色 」召． を 除 ム•す る と 、 淡 茶 褐 色 ヒ

（堆利l/\Y/ ) に 切 り 込む形で辿構 1fliを確認 し た ( Il l 1(1i ) 。

辿 構は）\Yi 位 か ら I · 1 1 · Ill 1(u'で 形 成 さ れて お り 、 調 ti Ii< 北 側 部 分 で は 3 1M ( I · 1 1 · I l l  1f1i) 、 1悧j 側 祁 分
で は I lfli ( I l l  1(1j) の ’闊狐i を 確 認 し て お り 、 r ,iii か ら 近 pl;以降 、 l l 1r1i · ITI 1r1 1 か ら 近 11 1: 、 , , i 代 の 辿 構 を 検
11 1 し て し ヽ る 。 I 1M か ら 1辿 化 し た 連 続 l:』�1 , l l 1f1 j か ら は逍路辿構 、 ピ ッ ト ＾｀り を 検 11 \ し 、 l l l tfii か ら は逍路辿
構、 伽＼ 'ヽ!. 柱仕物 、 l股穴住屈 、 I ·. 堀 、 I: 服 硲 、 ピ ッ ト 等 を 検 1 1 \ し て し ヽ る 。 以 卜＼ 辿 構 I tfli か ら 1記述す る 。

n
111
 

3
 [

ceu
 

6
 

•
II
 

沿•上
2慎葦黒色土
a.11 11薗屯層
4. 1 園1e山
5.1 1圃illll状ii嶋
6汲鳳llcl!I土
7,IU薗ill詑状遍蠣
8.111薗屯ilJ(潰藁檜O土）

B B' 
I .  爆土
2. 鳩仄蒼e土
3隕葦鳳色土
4.l負鳳議1!1,l
5慎累111!1土
6.ITI園ii鰭状濃蠣
7、 Ill胃氾山（浪軍帽1!1:tl

注五
2.1賣筆鳥O土
3慎灰霜〇土
4.11111● 1e層
5績鳳駁O士
6籟豪II色土
7霞W(隕葦帽色土）

m ／ヽ、
し

n 

A
 

鯛●区北冑鵬分
( I · 1 1 • IU圃） A' 

綱●区a転ライン

n3
 

讀●区剛111111分
(W薗） ゜

c.
 .., 

A
 

A' 

IIJ園

u
 

゜

· , � · 薗

ドig.4 瀾 代区）1v/ 位校式J)){I

-5-



1
 9
-

(
O
WI)
 -x-l}-[9
 

幸
望ー―
承
苔
二

ID 

.. , tr.. 

T
O
竃
鸞
略 ．
t

｛
●
き

は11.
杢.
C

を2
g“n"
gll
竪 ．
a

c、

ヽ

全g
g
a肇賽烹 ．ー

上汎了

“
L

 

.
p
 

ー

1

u•oo·oz
 

... 

匹 品
」 直- -
ett-•• 
軍事溢g一 -ヽ--
廿 廿 -tl +I
Q Q EJ Q  .ll5竃 ＊
甍璽聾裏

g 杢書喪寮
� _ .,...,,,: ー·=i ゚

-
1ー

ふ�
iぃー、
l
ド
ー

V

.

1

|
 

E
O
O .
o
z
 

-
V.
V
 

9
l
O
X
S
 

€
0
0
X
S
 

ドいい且げ怜ふ

一
U

ー司0
6 ••
 oa
 

をg
g
i・“i·i

zooxs
 

(
91
5
と
軍
FF
C
賓
量
● 1
Lぶ

こ
ャ

ゴ
―――

心t
1
ヤ
⇒
1一

琴這

念こ

旦
盃

言ぃ―
i-{

、

と
言
哭

苔

そ＾
a
”r

3――
毎
ゃ

ぎl 、
91
0
X
S

(
N

,- -
B-

d
'

L
-

S'
li!t

O
 6
 I O
X
S
 

ふtご
ャ

ご

-

=工ご（1＝-
X
玉f
き―II
J:I
•
 ――

三翌きT{l-
m
桑
苔

ふ
＃
め
ぺrl
圭
や・
ニ
こ―-
S ．． 

二翌
苫
蕊{

,ぃ
言一
Hi――

Si

-

5吝
さ
召
3 •• -s- •一 'i-1
哀
石―i-
i--f

。
9
y
1-
Vk,-
(L- "-
C
へ＼
～
～U-
A一●l
(-

―

-l一
、

や
圭
コ
”{
⇒-
＝
gや
や

一

――――l
乏
f1I
 O
X
S
 

(
N

,
 I'
rll

d
 ,
L
!

S .
8

五）
91
0
X
S
 

ぷゞ

こ＼lぃ―
-
＝

ぎ（
翠

，
4（1=-
X"k

Hき―lui-
r
hぷt
[

竺-＝
ぷ
tu

s
o·
or��
�
it.1
·
w

co
 1·
or-;�
 ―-―-＿ーnさ

”LU

9f;'
Of}!H―-――—
立

。
9ク
→
や
⇒
1
蚤ll-l
ぷ
ふ'-
J
W
⇒ギ
窓
9
全
やi

-

i--f
，

や
圭
コ
s
w,-
(

2
”4

⇒―-
こ]
や

芸0m

-

‘
y一
竺――-『

(
Z

'
「
fll

d
,

L
ー

9 .
8

王）
•171

 O
X
S
 

8
91FcJ
→1
9ミ
竺
翠
や―_-＝→r-l-
m（
竺
茎t「
K0
9

,
（A
cf
2̀

‘-
1)
]-
r-ぃ-
i--f
ヽ一
蕊
痘
心

妄念「f
CO
Yk,-
(-

7-
s
t(f-｝Lll
 I • 0
 

迄―-=
，

り[F
c

9
1

g-l-l

lp、 ,＇-
[1
M--（P .,-
3

き― -

3悶•―
1-
至-
s

翌k
X（
忍
名1ぃl
i--「

。
9-_-―
で�
W
6
0'
0
へJ’

i;tUl
 (:
Q'
0
 

f
平｛
和
送

、
E

s·
1
 riw―-―l―
→「

。
9,f‘-1=-
→i/
 :-1
 Yr.
 Y-
f.
 �̀
=-江
l

，
や
｀八
爪
へ
e�J(
浸
9マ
ニ
ツ「＝H

，
、1-
＝
毎
や
答＿1

-

、
9
0
0
X
S

(
8

,
「
Bi

el
,

L
i

s ＿
竺
d)
CI
O
X
S
 

ふ
t
→

P
→
二＿一
心

蕊5
,•一(1=I

X

き
琴1-＝
茫＿
t

MぶH〗

91F

g
『l

圭
やぃ―
t-
M--

g

-

5

弓 '-
哀
瓦i-
q}
宝
思
7
素
箋
袈
ヰ一
i-{

^
9--l-
で}
E

L
 1·
o「}深
わ
送

、
E

V
o
hl―-―i--l-{

，
LLI

G
L •
O
ミ―-―

―

―ーツ「
c

9
4i-
『}
入
か
f

Gu[J(
h-l.｝-

’
⇒-
＝
忍
や
登h(1
9
o
o
x
s

（
べ

，一 ．
B-

d
，

斤ふ _
某-）
L
O
O
X
S
 

ぷ
ご
ャ
⇒い「
＝＝
如
4(ig

.4(
mr
x

●

H
,4("

H
芙
案一
r)
志
目

。
9-＿-
$
EU

6
Q'
0
'J•
ft
 E-― .
0
や

i[｛
,

E1
9·
0
 

涵＿―＝

-

-
n

ぷ

1品
9·
—
さ――_

-

-fI

9
ヤー1
醤
1
R(k
k
小
庄
q―

―

―――
辛、

や
入
心
ト（ミ
g[
h-
g-t

五――宰
，

⇒-
＝
毎
ゃ

ぎr
v
o
o
x
s

（
N

，

ご31
d

,
L
l

LO -
H

K-）
 9
0
0
X
S
 

ふ
ニ
ャ
⇒i
ニ―

云こ
こ
卑
翠

,. --（
岩

，•一(1=I
X
 
:rft

翌―u
●-

T
Hぶt
苗

ふ
1F
初
安
二手
や
1
-｀}
挙
食一
5
弓― .i
女｛
1-
q｝
芦＝
食一
7
主一
芝
ぢ) '9-
i-{

o
9_-ii

ぎU
QT'
Of,,W
�
�!

，
E

Z
E·
or�
 辛＿―＝

-

-1-
ぷ

,
E

g·
2f)W―-ll-
ツT

。
心
’で-―一
心
入
小
＼

Gジ(r.1 ,,u1
,
 ツ「一
葉

，
⇒-＝
綜
や
客一1- 、
S
O
O
X
S

(
N

,I
C-c-

，
L
l

s
t1

k-）
 t
O
O
X
S
 

ふク
1
ヤ
⇒i-

-

＝
心＇

三竺―
IJ:I
l'?
 

蕊
苗

ふ1

ご塁l-l

lp屠i-

「娑l--
S.―

翌
苫

姦翌ご
3― 三
呈
翠

，．
言
三rf!lco:
 一
ヨ

差
―迂＝

竺
3
き
乏
窓
逗'I
il,r

'i'f―――

如
E

01·
or
1W
�
t�

、lU
f;:
C:'
Of�W―-h--1一さ

、Lll
G
v'
O
MI―-＝
立

。
7

、竺-i
『}
入
小
ト（ミ
g=I
 ti ! ,Jf
 ,
⇒-＝
送
や
登
ヨ
S
N
o
o
x
s
 

(
N

‘一'
131

d
,

卜

l
S .
HK-）

£
0
0
X
S

o

gこ
ャ

‘- ．―

-

＝
心｀
4（3t

,
4(·H
苓蕊l-―I
f.I
+
H
tt!i
f.T[

。
9
「-i-

でぎu
v
 1·
or}w
�
it.!

、
E

6
S·
or�w,11
号
nさ

，
E

8-
B-―-――
{『T

。
9
1
心
冬二

圭ぷ尺一
I(1
ご＿i
sぃ一
7
芝一 ．ii
玄
応i-
q
H宝一（
ミ
7
芝一一
さ――
Ti .＇-
i-{

，

、W
知
入

爪lぃ
S
g=
h-
U←

(
g

‘I·
P.i

d
、

L
i

s
竺rr-）
z
o
o
x
s
 

；

竺

ど‘i
m”r-
X-

へ夏苔

国

喜―
-
＝

念^
r[

乞誓
m

。

竺

苔――

送
ふ1

乞芸一
へ\
q

ぎIl
=1}
宝=
ri-l-
弓

心
4,＝＝-
玄l
さ
幸
コ
竺

―

l
k

「
nIlA-l
芸
娑

，
や
B-i-

lH弓I
⇒
王
学
や
芸
咲1「
〉一
亡
幸―

湮
一
圭
弓

圭
n(-＝
送
(
N)

•
1
� i。

,.
 
111oo·oi

 

-

I拾り小

ー・

1.
-....

 

E
 oo·oz
 

(
O-1
>
3
ど
髪）
廿e
●
●
玄r-

6
l
O
X
S
 

(
O91
ド
ュ
ど
噸
n"
0
竃
甕
竪
L

v
l
O
X
S
 

如’一
(
i
琴
l
-―-li-
m
蕊
芸



A
 

D
 

。 1011'1 

X24,055 

24,050 -— 

24,045 E 

24,040 

G 

．． 
24,036 

---"T' ・ ,, . .  
I " 

V-45,83, •45,830 

9 
1

8 7 G 5 

-45,8?5 -45,820 -4�,8 1 6  

. ' . ' 了
、45.81 0 -45.805 

Fig.6 I 1(1[ · I I  lfll 辿11'1/ lll�il!IJ l'.!{1 ( I  /200) 

I l l · fJi I l l ・ �i
Sー 附 り 辿 構 沿 り· (d/1 、し；· 地区 JIii S一 番 け 辿 1/11 吊 り· 備 >;· 地区 lfli 

I SDOO I Sド0 I O .It flllli/1/ 20· • I I I  1 2  ィ,1リ I氾Hり 1 1 一 1 2 15 I I  
2 SX002 h連 化i/Jj を も つ l・ J樅 .12 I I :3 SX0 1 3  mt! !  ヒ1fli を もつ IJ瓶 13 I 
3 SX00::3 圃 化 1(11 を b つ I脳 .12 I 1 '1  SXO l '1 6見化l(U を も つ 1-.J廣 ,:� I 
4 SX004 仙 化lfli を も つ I .服 1:1 I 1 5  SXO l 5  SFO I O路 lhl 俯状趾化ilti I I  
5 SD00!'5 SドO I 0 1WlJIJi情 I I  1 6  SXO J 6  I叫 化 trii を も つ I)廣 H2 I 
6 SX006 制 化1fli を もつ I:脳 .12 r 1 7  riJJ.! 化血 を もつ U廣 1�3 l 
7 SX007 Gil! 化tfiiを もつ ,.! 陥 .)2 I 1 8  叫（じ 1f1j を もつ IJ/1< 13 I 
8 撹乱 1 13 I 1 9  SXO l 9  fi軋 化l川 を もつ l·.J廣 1 -12 I ， り味L 1 13 I 20 SD020 s1:o 1 0」tfill H,'り 20 • I I I  

1 0  SFO I O  泊郎状辿構 I I  2 1  ピ ッ ト 2 1 一 1 2 H5 I I  
1 1  ィ渭f l辿構 1 0-• I I H7  1 1  

t· 色
県／火色 I: (li!I! 化 I·.>
船，＼＼色 I (似t'.£ I.>
茶褐色 I ( ! 軋 It l·.l 

茶褐色 I: (畑し 、 liV.!(U

Tab. I l i11i · I T  1M辿 構 附 り台I�]�

I· 色
!kl茶色 I ・ （軟t1 l:l 

叫剥.(\色 I ( /ヽ/ I �化）
淡 !11褐色 I· ( 祉恥班化）

咄，\I茶色 I: '硬化 I・、 小礫 名し •)

Tab.2 幣地 I:色 吊 け台帳

l色
褐,'il;色 I: I I'』 i lil/.! 化）
糾MC!.! I ( /', l'fiil! 化）
淡I火色 I (軟'1'1 1 )
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辿構 1 1 1(1i 
/(1 位役式 図 に ぷ し て い る が、 1 1 1f1i に つ いて は 調 粁 I;( 北 側 部 分 の みで 検 I H し て し I る 。 こ れ は先 に 述べた

辿 り 調 rt地 中 央 を 頂点 と し た 丘 陵 上 に 調 介 区 が 必 地 し て し ヽ る た め で 、 北 側 部 分 が 斜 I面 に な り 、 占 代 か ら
近 l' tに かけ て 幣 地 を 行 っ て い る 状況 を 確認 し て お り 、 そ の 部 分 か ら 辿構 を 検 出 し て い る 。
泊路状辿構

調 ti Iメ： 北 側 か ら 検 I I I し た 、 北西 か ら 怜i 束 に 走 る 迫路状辿構 (SFO I 0) で あ る 。 以 ド に 各痕跡 ( fiW tr'り ・
路 川i 等 ） に つ い て 報 1りす る 。
�t 0111 mu wt 
SDOO I (Fig.6 、 8、 9、 Pla .2-5)

調 介、 1/..'. 西 端 か ら か ら 検 1 1 1 し 、 中 央 祁 分 で 途 切 れ る 。 SIJ02 0 を 切 る 掘 り 1「I し の 汁り で あ る 。 検 l lH乏 約
2 0 . 0 m 、 I船約0 . 7 m か ら 0 . 8 m 、 深 さ 約0 . 4 m を 測 る 。 溝断 1(1[ は U ' i勺： な し ヽ し は 逆台）f� を ば．す る 。 辿 物 は 紺
)↓ rn粘H骨 、 疵片 、 I消11澤杯 X llll) ヤ 、 糀 ） 「 が 1 1 1 I ·. し て し I る 。

0020 (Fig.6 、 8 、 9 、 Pla .2-5)
SDOO I に �J ら れ る 汁り で泄J �t iメ 両 端か ら 米端 ま で検 I l l し て い る C 』o'J 一ff Iメ• 中 央 で 如JLj 方 向 に n 1: 灯 位 を 変

え て お り 、 検 1 1\ M約36m 、 幅 約0 . 7 m か ら I . 5  ni 、 深 さ 約0 .2 m か ら 0. 8 m を 測 る 。 riW 断 血 は 逆台 形 を 閲
す る 。 辿 物 は 姐｝↓r ndJイ渭 、 糀 片 、 l:fl11i J,f.� 小 llll 片 、 外片、 \YU{ ) '1 、 糀 片 、 I' l l滋片 、 比質拙鉢片 、 鉄 t名 を 1 1 1 I :  
し て い る 。
1�J OllJ OIU t,Vt 
SD005 (ド ig .6、 8 、 9 、 Plo .2-5)

SDOO I 、 SD020 に 対応す る 形で 検 I l l し た 洲 で、 』M l"'f.屈 米端 で 後 1 11: の削 'I'- を 受 け て い る 必り 、 迎 切 れ る 。
検 I l l 1� 約30 m 、 Ill/ii約0 . 7 111 か ら 1 . 3 m 、 深 さ 約 0. 1 m か ら 0.24 m を 測 る 。 滞 I刈i 1M はu •j召 を ＇心 す る c 辿物
は 紺i 、1↓ 渇抄f 片 、 益片 、 糀）卜 、 ヒ r111喝杯）1r

、 小 Ull Jに 別）ヤ 、 染 付 UlL X Ii�) ヤ 、 I滋 if:� li宛片 、 粘 I · 塊 、 鉄 rt を I l l
I·. し て し I る 。

俯状fi).lI化 1/ii
XO 1 5  (F ig .6 、 8 、 9 、 Pla . 2 - 5)
』,',J fH,( ti  I 央部の路 1(11 中 央 か ら !!Ill 汁り に ‘ド 行 す る 形で検 1 1 1 し 、 1U01/ ti I人： 東 側 で は2 ,1 に 分岐 す る 椙 状 制 化 1f1i

で あ る 。 路 訓 か ら は 約0 . 05 111 か ら 0 . I Om 程逆台 形 に 近 い形で邪んでお り 、 !lllJ 而 か ら 底 部 は 1辿 化 し て い る 。
SFO I O  (G'ig.6 、 8 、 9 、 Pls .2-5)

SDOO I 、 SD020 と SD005 11\l が路 1 (1 j で あ る 。 SDOO I と SD00 5の洲心 々 幅約3 .3 m か ら 3. 5 m 、 SD020
と Sl)005の 溝 心 々 幅約3 . 0 111 か ら 3 .3 m を 測 る 。 路 訓 は 令 1ui的 に 刷 化 し て お り 、 SX0 1 5の常状制化 1(tj は
山 に 釦ヒの J(r 合い が強 く な る 。 地山 か ら 0 .2 m か ら 0 .'1 m f間 JU の I ·.盛 り を 行 し 哨t lfii 形成を し て い る 。 路 面
と ，冴 え ら れ る 1M に は 11'1:径 約0 . 1 m か ら 0 . 1 5 m の 1 1 1 mゃ ff'l l ' I 形 の 側 化痕 跡 を 無 数 に 残 し て お り 、 そ の 刑 I:
の一 部は黒色粘質 I ·. と 1火 色 粘 烈 I : が 父 If に 渦 在 く よ う な 痕跡であ る 。 ま た 、 こ の痕跡は路 1(1j以外の部分
で も 確認 し て い る 。
溝状辿構
SD022 (Fig.6、 8 、 9 、 Plt:1 . 2-5)

調 代 区 求側で 検 出 し 、 SFO I O に 'I':行 す る が辿梱西瑞で北 fllil に折れ 1 1 1 1 が り 』,',J l"'f. lメ：外へ延 び る 。 北側へ折
れ 1111 が る 祁 分 に つ い て は り） り 合 い 1対係 は イ� ,リ l で あ る が別 の辿 朴I と し て (S-25) 収 り 扱 っ て い る 。 検 I l l M 
約 1 3 . 4 5 m 、 ,1,1r1約0 . 5 m か ら 2 . 7 m 、 深 さ 約 0 . 1 7 m か ら 0 .5 L m を 測 る 。 辿 f1'1i 東 側 は 溝 で あ る が 、 西側 で
｝留 ま り 状の辿 構 に な る 。 辿 物 は 縄 文 I淋:} l'i. 、 須息 僻J',f; 片 、 迎 片、 1M J '1 、 1: rw IBi 小 [Ill J 11 、 坪 X 小 IIIL片 、 礎
） 『 、 よし＼ 色 I'.僻 ） に 染 付 ） に 丸1'U ',· を I l l I '.  し て し ヽ る 。
幣地/Iv/ (Tab.2)  

逍路辿構 等 を検 I ll す る 際 に 確 ，認 し た 整地）［り で あ る 。 1 0 種頗杓 Ji[ に 分 類 し て い る 。 追物 は 頒｝↓ 堺 杜イリ に
甕片 、 1-: 削澤小 llll、 坪） J,. ' 疵）卜 、 瓦質拙鉢片 、 鉄 f松 を 1 1 1 I :  し て し ヽ る 。
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Fig. 14 SI085 泣構実測図 ( 1/40)

た状態を確認し、 共に喝;•i土器である。 極内土堀は貼り床下で検出し、 長軸約 1.28m、 短軸約 1 . 1 3m、

テラス部分深さ約0.21 m、 最大深さ約0.36m を測る。 追物は覆土からt師器皿片、 甕片、 甑片、 カ マ ド

から土師器�)ャ、 粘
：

L塊、 床下から上師梱坪）ヤ、 梵片を 出 七 してい る。

SIi.  1 5  {Fig. 16、 Pia. 12-15) 

SIi 1 0西で検出し、 潤査区外へ展開する竪穴である 。 南北長約3.18m、 床而深さ約0.19m、 掘 り 方 深 さ

約0.23m を測る 。 南北軸はN・ 14' 2' 10" -Eである。 北壁でカ マ ド を検出しており 、 兜面と焚き口付

近で自色粘土を検出 している。 カ マ ド は 床而 よ り 一段掘り窪められ、 赤色焼土を多く 含む埋土である。

床面では白色粘土を部分的に検出しており 、 東壁際の臼色粘上下 （床面） では土師器皿を出土 している。

柱穴や屈内上壊等は検出していない。 追物は四土から須恵器坪片、 上師器坪片、 皿片、 研坪片、 甑片、

カ マ ド から須恵器坪片、 t師器坪｝ヤ、 甕片、 丹塗りの梵片を出土している．

-l9-
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Fig. 15 S1095、 Sll 10 追柄実測rx1 (1/40) (個)JI)追物J/20)
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Fig. 1 6  SI I 1 5、 SX040迫構尖測図 (l/40)
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゜

竪穴

SX040 !Pig.16) 

調査区西北で検 m し た 小

型の竪穴である 。 南北長

約 1 .6 1 m、 束西長約 1.64

m 、 床而深さ約0.25m を

測 る 。 南 北 軸 は N - 3
°

21 ' 59" -Eで あ る。 床而

は部分的に副化しており 、

中央部分に被熱の力 と 考

え ら れ る 赤茶 色 を 呈 し た

部分を確認 し て い る 。 迫

物 は 須 思 僻 壷 片 、 甕 片 、

土師器坪）ヤ、 椀片、 甕片

を出上して いる 。

SX I 00 (Pig. I 7、 Pla. 16)

S1095 を 切 る小型の竪

穴である。 南北長約 1 .86

m、 東西艮約 l .95m. 床

面深さ約0.36m 、 掘 り 方

深 さ 約0.4 L m を 測 る 。 函

北軸はN - 1 1
゜

10' 54"

Eである。 床面は被熱の為

と 考 え ら れ る赤茶色を皇

した部分が多 く 残存 し て

い る 。 西 壁 か ら 突 出 す る

形 で カ マ ド を 検 出 し て お

り 、 煙道に近い部分で完

形 の 喪 を 出 上 し て い る 。

ま た 、 この甕については

カ マ ド 部分 と S1095 と の

切 り 合 いl関係が不明 l瞭で

あ っ た 為、 S1095fH:t甑

と 七 ッ ト で カ マ ド 内 に あ

った可能性が考えられる。

追物は覆土から須思器蓋

片、 甕）ヤ、 壷片、 土師器

奸、 JIil、 炭片、 甑片、 扱

i!J :I :  器坪、 粘土塊、 床面

から土師器坪 、 カ マ ド か

ら上師器杯片、 梵 x 甑J',·

を出土している•
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0.82 m 、 深 さ 約0 . 2 3 m 、 束 E 地点で 残（社11,1約0 .8 1 m 、 深 さ 約0 . 2 7 m を 測 る 。 調 ff I,{ 北側では斜而であ
る 地形 に 従 っ て 北ヘ ドが り 、 溝 断 而 は逆 台形 を ' .11 し 、 雌 1: 1以 上 /IV/ で あ る ）火 茶 色 L:は 1班 化 が 兄 ら れ る 。 辿
物は I ·. [Ill喝疵）「 、 I ·. 錘 を 1 1 \ I ·. し て し ヽ る 。
SD065 (ド ig .23 、 Plo .24 -26)

調 ff. Iメ： 北 半 分 のみで検 I l l し た 汁りでSX075以 南 で は 検 I I \ し て し 、 な い。 切 り 合 い 関 係 K 、 束 fllil洲で 般 も 占
し ヽuり で あ る 。 検 1 1 \ li約 1 8 . 3 m 、 東A 地点で 深 さ 約0 .50 m 、 束B 地点 で残 (

iが�bl 約0 . 60 m 、 深 さ 約0 . 1 8 m 、

束C 地点で 残(!幅約 t .07 111 、 深 さ 約0 . 33 m を 測 る 汁't断 lfli は籾やかな U'r- を せ し て い た と 肝え ら れ 、 ±II!
K は黒色 K で1辿化）（り 、 辿物 共 に 確認 し て し 、 な し lo

側洲内連続 l:J檄
近路状追 f,','f'f,j仰 で 仙われ る ［波 板状の連続 L凱」 で あ る と 冴 え ら れ る 。

X 1 33 (F'ig. 2  I )  
閥 代 1刈 I 央 剖SのSD225'.必伽＼ 後 、 SD050 I: で 検 1 1 \ し た 東 西 に 比胤J を持つ I 刈じで あ る 。 j� I胤I約 1 . 2 9 m 、

短 1IQl1約0 . 38 111 、 深 さ 約0 . 07 m を 測 る 。 雌 I: に 、邸 l附lり混人 と 杓 え ら れ る 小礫や I: :>iH J ヤ を 確 認 し て し ヽ る が 、

riU! 化 /\Vi は認め ら れな か っ た 。 追物 は紅退儲壮應片 、 ',1'1Uヤ 、 l:fllli 閉1{視） 『 を 1 1 \ J: し て し ヽ る が 小 ） 『 の た め l>ll ,J� し
て い な い 。
sx 1 34 ( l• ig.2 1 )  

sx 1 3�3北 隣 で 検 出 し た 東 西 に l�軋1, を 持つ l:J版で あ る 。 1�1,�1 ,約 1 . 7 7 m 、 短 111111 約0 .38 m 、 深 さ 約0 . 1 2 m
を 測 る 。 地 I·.の状況はsx 1 3'.3 と l 1iJ 様で あ る 。 追 物 は煩息附 翌rn· 、 I消,rn牡悲片 を IU 1 -.  し て し I る が小片のた
め図 ポ し て し ヽ な い。
sx 1 36 (P ig .2 1 )  

SX I 33 怜i 隣 で 検 I l l し た +1'1 1 ' 1 形の I:�瓶で あ る 。 比li�I約0 . 5'1 m 、 短 軸約o . :3o m 、 深 さ 約0 . 03 m を 測 る 。
雌 Kの状況はSX l 33 と l1 iJ 様で あ る 。 辿 物 は I·.Mi 1岱 小 ） ヤ を I l l I·. し て し ヽ る が 小 ） ',· (/) た めl以1 ポ し て し ヽ な し ' o

側滞 11、l I: 城
SX 1 38 (Fig.2 1 )  

SX I 33 、 1 34 祖!,ii 後 、 SD050 検 I I I 時 に 確 認 し た I:服で あ る 。 SD050 と の りJ り 合い l!kl係 は イ� Iリ 1 で あ る 。
雌 Kの状況はSD050 と は オ·,: 「 異 な る 。 辿物は I l l I·. し て し ヽ な し ＼ ゜
｛松状 f叫化 1(11

調 介杯: 1t.i 半 分 で 検 出 し た 路 lili ( fi應化 1uD に札9状 に打ん だ l叫化痕跡 を 確認 し て し ヽ る 。
SX230 ( 付 図 、 Pla.28)

追路 而 束 側 を 南北 に よ る ・堺状 l辿 化で あ る 。 残 {i- 検 1 1 \ l�約 1 6 . 3 m 、 幅約0 .32- 0.42 m 、 深 さ 約0 . 02 m
-0.05 m を 測 る 。 .t1I! I: は fi少 、 小礫 、 l:fll[i 憐l微係Ill ) 1t ' が允1!'( さ れて し I る が 、 こ れ ら の J:'11 r. は術状 f辿化 t(Ii 以外
の路 而で も 確認 し て い る 。
SX23 5  ( (寸 I以I 、 Pla .28)

追路 lhi 西側 を 南 北 に 走 り 、 迎 中 で 分 岐 し て 西 側h'1'/ (SD070 ) に 合流す る 岱状圃化 J(Jjで あ る 。 検 II I 北端
か ら 北では路 1(Tj (副 化 J(ti) が 削 'I'- に よ り 残 (i し て い な い 部 分 であ る が 、 辿続 け釘 を 検 I l l し て い る 。 残{+
検 II \ 」U約 1 4 . 4 m 、 1µ1,I 約0 . 32 m - 0 . 6 9 m 、 深 さ 約0 . 0 I m -0 . 06 m を 測 る 。 J:IU I: の状況は SX230 と 1i,1 様
であ る 。
辿続 u廣
SX240 (Pig.22 、 Pla.29)

氾路 ,Tri 1 ·. の路而 （｛辿 化 頂j) が削 'I': に よ り 残仔 し て い な い 部分で検川 し た 連続 1 -.檄群で あ る 。 追路状辿構
の 報{'i·で仙われる 「波板状 の巡続上服」 で あ る と 埓 え ら れ、 検出 さ れた L-.服の南 il!IJ では路而 (j迎化而） が
残仔 し て お り 帯状硬 化 1fr i を 検 出 し て い る 。 u版はa-i ま で確認 し て お り 、 プラ ン は 1 1 1 形 、 桁 I り 形 、 細 l ふ ヽ
桁 I J I If� 等 イく定形な状況で あ っ た 。 検 出 長軸約0 . 55 m - I .54m 、 短軋II約0 .27 m -0 . 62 m 、 深 さ 約0 . 03 m
-0. 1 7 m (Tab .4 参 照） を 測 る 。 埋 I ·. に 1辿 化}\'(/ は 確認 し て し ヽ な し 1。 辿物 は I I \ J ·. し て い な し 1。 路Lni ( 班 （ヒ
l紺 ） と の 先後 Ill 係 に つい て は断走は I J \ 米 な い が 、 路 山i rn見 化 Jff i ) が調 代 IX:北 11111へ続いて いた こ と を 想巫
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す る な ら ば、 t塙は路110 F k1である と考えられる。 しかし、 検出さ れた部分が小規校で、 i悧側路面 （

硬化thil を除去した段階では ドA"iからは十脳を検出 して いない等、 不IJJJな点が残る。
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2. 填霰戴紅
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Fig.2 I SX I 33、 134、 136, 138迫構実測l房I ( 1 /40) 
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Fig.22 SX240.i!'.l構実測図 ( 1/40)
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Fig.23 SF220道路状迫構 t附図 ( 1/40)

I .  零豪色土
2 . ;J.  震沃e
3. 鴫纏王色土
4 •&ae± 
5●色土
6. 冷震e土
7 .  裏旺紅
8. 潰囀●紅
9. 嗣囀貫色土

1 0.•• 蒼色土
1 I .  鵬·棗紅
） 2 .  潰匹色
1 3. 哀憂氏紅
1 4. 浚葦紅
1 5  .• 反●紅（貫·プロック遍
1 s.11B<e土
1 7 ●皇灰色土!JI.プロック還I

I .  頴虹e土
2 JJ1a灰e± } ISD035、055)

3.08:!! ヰ
4 •115:e± 
5ぼ葦e土 (SD135) 
6.•aae.:t } 
7 洟凰灰紅《小紗多く璽｝ ヽ
a潰書量色土 I '50070) 
9晨晨●紅i貴鰈9く濃） J 

1 ● ●蒼色土
2 漆葦●eェ

1 3. 濠灰●l!;t:(君干鰻化）
4 • • lli色土
5. 棗●紅

(50035.0551 

渾：� J
9 .• 菟璽:e土

1 0ぽ貫II紅 } (S0070) 

1 1 洪灰葦色土
1 2. 濠灰翼e.±
1 3. 豪纂色土
1 4. 涙霧量紅｛若干輩紀）
1 5  .• 亀葦紅
1 6  . •  貫襴色土
1 7. 綱菟鴫色土
1 8. ●憂貴色土．

I 濯貫遷色土(SX.130)
2. 汲葦●色土
3 濤鳳軍色土．

t出叫S0035.臨）

6 . •• e.±. 
7. 貴褐色
8. 潰蚤遭色土(S0070)
9.IB色

1 0  .• 書貫色
1 1  . ..a•� 土

1 2.� 棗翼e
1 3. 濠蒼lie±
1 4  •• Si: 豪e土
1 5. 濃Jilli!± } CSD050) 
1 6. 濃員色土
1 7 灰葦e
1 8. 漬!Jal"!十
1 9. 潰纏●色土
20. 濠灰亀色土
2 1 ●氏●色土

9 昂●圧色土
2 • •  量氏色土
3. 濃 ●e土
4. 至.遍4と土
5汲紅（貴色ブロック置」
6. 浪荼囀e
7. 鴫葦II色土(l:J、介鑢多く 置） <•�ii化ill
8 .  鴫灰棗色土
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SX1 30 

1 扱灰驀1!l土
2 鑽葦灰色土
3 . li!I贔褐色.J..
4●藁襴�J;
5.i!II藁1'\士

24 

6り !llil!l:I:
7 胴llil!l土
8 鴫綱111!'!:i.
9.l� 褐蒙l!l:i.

1 O.lll鋼111'1.i

1 1 閏藁罵n土
1 2 鴫貫葦色土
1 3隣灰 冑色土
1 4、 鯖鳩贄色l.
1 5. 墳灰襴〇

, e. 1111•et 
I 7. l貪幡"'�土
1 8 . 鴫灰瓢e土
1 9 . 墳贄灰色土
2 0. 鐵鳩0土

2 , .  胃灰e:1:
2 2 , l員葦鳳色土
23 葦鑽1!1:1.
2 4 潰嵐色土
2 1,j 貫〇土

2 6 墳罵灰e土21 .••11e土
2 8 鴫葦鳳色上
2 9 墳鳩員色上

ドig.25 SX 1 30 IJ·1/ I火I ( 1 /60) 
溝
S0025 (F ig.24 、 l' lo.29)

19.40m 

0 2m 

閥 11c Iメ：北 平 分 で検 I l l し た Sl •'220 追路 lflj , j I 火 を 怜i 北 に よ る 溝 であ る 。 北端のSX022 と の 切 り 合 し ヽ ,�, 係
は イ� I V J で あ る 。 ま た 溝 は調 ti Ii 中 央で 西 に 1 1 1 1 が り SX l 211 に り） ら れ る 。 北側で検 I l l 」牡約3 . 11 m 、 幅約 1 . 32
m 、 深 さ 約0 . 39 m 、 作i イllll で検 I l l 投約9 . 3 n, 、 幅約0 .82 m 、 深 さ 約0 .06-0 . 1 5 m を 測 る 。 辿 物 は 須）↓( 甘I{
杯片 、 糊片 、 ,,',U ', ·、 l ·. 11ili :{1紗 坪 片 、 小 l lll 片 、 別片 を 出 1て し て L ヽ る 。 I l l 1--. 辿 物 か ら , i I Ill: 以降の辿 構 と 杵 え ら
れ る が、 S ド220 追路状辿 構 に 付堺す る 側 溝 り） 1 1J 能性や 、 追路状辿棉の 名 残 に よ る 地 ·,111J り に I凡I巡 す る t1'i'I
の 可能性 も 冴 え ら れ る 。
SD080 ( f寸 l火］ 、 Pla.29)

1�i'tJ ff.Iメ． 束側 で 検 1 1 1 し た SX090 を 切 る 汁りで あ る 。 南端で 閥 代 1 メ： 外へ延び 、 北端で西に 1111 が る が迎 切れ る 。
検 / I I 怜i北J� 約2 7 . 1 m 、 幅約0 . 611 m 、 深 さ 約0 . 06 rn -0 . 1 6 m を 測 る 。 辿物 は 紺l心 堺 荘他） 『 、 1 ·. rw 鼎.t,f�) に
�M J ',·、 I'. 鍋J ',· を I I \ I: し て し ヽ る 。
鼎 ま り 状 追 構
SX075 ( l .' ig.211 、 Pltt .30)

1J,1J ff I幻 1 1 火で 如り に延び る 辿 枯1であ る 。 Sド22 0 を 切 り i'国 時 に SX l 24 と 繋が る 。 西 側 がh'll状 に 、 米 側
で II/Iiiが）l, が り 柑I JI: 状 に な る 。 服}J's:, は礫）［り で流 水 に よ る と 冴 え ら れ る 追 構イll1J 1r 1i の快れ を確認 し て い る 。 東
西 検 I i i 艮約 1 0 . 7 m 、 南北最大幅約� . 9 m 、 南 北 11立 小幅約0 . 9 m 、 1,i 大深 さ 約0 . 11 9 111 を 測 る 。 辿物 は須 ）↓(
化証）ヤ 、 盆 ） 「 、 迎 ） 「 、 I: 削i 湘 J、小! ',· 、 小 llll J ',· 、 比質 I: 叫II鉢 ｝ 「 、 鉄坪を 1 1 I I: し て し I る 。
SX 1 24 (F ig .24 、 Plu . �30)

訓 rf.lか 1 1 央でSF220 11Lj f!IIJ iiり を 切 る 東 西 に 艮 い 溝状 の辿構 で あ る 。 追構 巾 央 祁で雌 ,... に 多 I I t の 礫 と 1て
湘 ) ',· 、 鉄f名 を 検 出 し て い る 。 東側 でSX075 と 合 流 し て お り 、 り） り 合い 関 係 は ,i.: 1リ 1で あ る 。 辿物 は 須息牝1i
J和 ',· 、 別 J ',· 、 �MJ'i' 、 I: 削j W,{.t,f;J 『 、 1」ヽ III LJ 1i ' 、 糀 ） ',· を I l l I·. し て し l る 。
I :l収 り ,1'.! Hり

SF220 叶!flillh界 を 切 る SX090、 西側汁り を 切 る SX I 30 を 検 Ill し て し I る 。 共 に 切 り 合 し l 1�. 、 11妹終段階の側
r,'りの 祁分 を 切 る 。 時 期や性格 に つ い て は 、 側 汁り を 人 き く 越 え て い な い ’ドや 、 服底の状慮が近 似 す る ' I �、

1 1  I I: 辿物の時期 l�li! が Iii! 様 で あ る こ と 等 か ら 側汁'j 雌没後 （廃絶後） か ら 近 し 1時 期 に K収 り を 行 っ た 辿 構 と
杵 え ら れ る 。
SX090 (Fig.24 、 Plo . 3 1 )

調 ff.Iメ： 東 怜i端で検 I l l し た イ湛定 形 な 辿 構 で あ り 、 S F2 20 東側 71'り を り） る 。 版底 の 1 1 1い が激 し く L採取 を
I ! flり と し た 採 伽wし跡 と 埓 え ら れ る 。 服 底 で 充 形 の I灌lli {{l杜Mを 出 上 し て し I る 。 迫 物 は 須恵 堺 坪 ） に 盤 ） ',· '
1� → 「Ii闘既J ',· ' l l llJ 11 , 椀 F i " ' ti: J 't" 、 迎 片 を 出 1-. し て し ヽ る 。
sx 1 30 (Jiig .�5)  

調 ti I� 1 1 ' 央 、 S 1•'22 0 西 fllil 溝 を 切 る イ� '.ILJf多 な 辿 構 で あ る 。 南 北 lと 約9 . 1 m 、 東 西 艮 約 2 . 9 m を 測 る 。
SX090 と l11J 様で服底の 1 11 1 1 1り が激 し く I·.採取を I I (y,J と し た採掘抗跡 と 杵 え ら れ る 。
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三〉
SP037 SP099 SP147 

一 霧
� 

―.1�,.6�T. 一• 19.00m 19.00,n 

1 隕鵬灰e;1;
2 康●灰〇土

（冑灰色土璽）

。 2m 

Fig.26 SP l '1 7 、 037 、 099辿構尖測図 ( 1 /40)
溝状辿構
SX J 05 (Fig.24) 

』,111 i1t j)( 1t,j瑞 で 検 I l l し た 辿構で ,IJ.11ff. 屈 外 に 延び る と ，号 え ら れる 。 検 1 1 1 南北貶約:3 . 4 I rn 、 米 西 屁約 l . 75m 、

J此 火 深 さ 約0. 7 l m を 測 り 、 束 1/lj 断 面 は U'やI犬 を 爪す る 。 辿 物 は 組）↓堺杜イ� ) 'i" . 甕片 、 1 ·.rw 湘杯) ', 、 小 IIIL J ',·.
印滋） tを 出 I_:. し て い る 。 ま た 、 出 I:辿物の殆 ど が小）',·や微細片であ る。
ピ ッ ト

P 1 4  7 (rig.26) 
,UtJ c1'f. I丸）叶i端 で 淡 茶 褐 色 I: に 切 り 込 む 形 で 検 I Ii し た fl'i l 1 J m の ピ ッ ト で あ る 。 jむ1n11 約0 . 86 111 、 短軸約

0 . 63 m 、 M 人 深 さ 約0 . 2 7 rn を 測 る 。 n1a は 検 1 1 1 し て し ヽ な い が 、 中 火 に 直 径0 . 37 111 の ピ ッ ト を 検 1 1 1 し て
し ヽ る 。 ill! 1--. は 淡 黒 茶 色 K と Ill訊＼ 茶色 上 か ら 成 る 。 辿 物 は 須）.i., ii:{ 別 ） ，1’ 、 I消Iii 堺 坪 ） ，'＼ 椛 ） ，'． 、 別 片 を 1 1 1 I·. し
て い る u

P037 ( ド ig .26)
訓 t"t IA北側で撒地）1v/ で あ る 淡黒）火 色 I·. に 切 り 込 む形で検 I I I し た ほ ぼ 円 形の ビ ッ ト であ る 。 [4:軋11約0 . 3 8

m 、 知軸約0 . 34 111 、 M 人 深 さ 約0 . 2 9 m を 測 る 。 西 側 がテ ラ ス 状 に な り 、 中 央で 似径0 . 1 8 m のI）ド 色粒 を
含 む11(叫 灰 色 I: の柱）Jれ を 検 I I \ し て い る 。 追物 は I:師 � (枯ふ in 坪 ） に 疵 ） 『 を I l l I ·. し て い る 。

P099 (Fig.26) 
調 r'f Iメ： 中 央 のS K040 米 側 で 検 I l l し た イ湛定）紗な ピ ッ ト であ る 。 比胤l 約0 .7 6 m 、 駆iJI I約0 . 60 111 、 深 さ 約

0 . 1 9 m を 測 る 。 他の ビ ッ ト と の 切 り 合い 艮l 係 は イ� ,リ 1 で あ る 。 ↓'ll I: は 凶 I火 色 I: を 含 む淡瓜灰色 I: で あ る 。
辿物は I: 「Jili:fi{杯 ） ，1’ 、 llll J ',· 、 蓋 J ',·で あ る 。
(3)  Il l ,�. 追物 （ 法 1,l は 及 に 掲載）
追 構 I I 1fri 
SD020 Wig.27 、 Pla.32)
須、退ぜ甘
1:1� ( L )  (本 部 が 直 線 的 に II廿 ＜ 坪 で 、 il',•j 台 が底 部 と (,t; 部の I党 に 外 に 踏ん張 る 形で 付 く 。 ｛本 部 内 外 而 ヨ コ ナ
デ、 底 部 内 1ui を イく定 /7 l11J のナデ 、 底惰11 外 而 は 同 転ヘラ 切 り 痕 が残 る 。 焼成 、 遥元共 に 艮 好で あ る 。
ICfi I·. 憐サ
捕鉢 (2 ) 1 1 綽 部 ） ，1·で 1人I 1£1i に ヨ コ ナ デ後 、 2 条の 拙 り I I が残(I-す る 。 外 面 は 淡 灰 色 、 内 1(u· は 淡）火 ））t 色 を 旱．
し 、 外 而 の調 整 は）評耗 に よ り イ:.: 1リ 1であ る 。
SD005 ( F'ig . 27 、 Pla.32)
1:: n凧柑村

小 Jill (3 · 4) 共 に 底 部 1111 11伝 糸 りJ り の 小 I IJL片であ る 。 f�部 l人1 外 1(1j を ヨ コ ナデ瀾幣す る 。 }lh 上 は き め細か く 、
焼成艮好で あ る 。
磁湘
f l 磁 碗 ( 5 ) 底部外 而 ま で施釉す る が ｀ 外 底 内 部 が 部 分 J'ド） に 紺 胎 に な る 。 小 さ い 虹 人 が 人 り 、 ぷ地 は き
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ドig.27 SFO I O  (SD005 、 020)、 SD022 、 m 地 ）I''/ I I  I I: 辿 物 ‘必 測 図 ( 1 /3) ( イ i鏃 1 /2)
め細か し ％
染 付 碗 (6) (木 滞 内 外 lfli に 文様を 施 し 、 釉 は 油 い絲 灰 色で紺IIかい 氣泡 が 人る。 .t1地 は 1

、
I I火 色 で き め糾Iか

し 、Q

SD022 Wig.27 、 Pla .32)
�}'()↓（ 憐｝
11°1( ( 7 ) 底 部 ） 「 で 心i 台 が 付 き 、 （木 剖1 外 1(1i lよ lり）火 色で ヨ コ ナ デ 、 iJ、J 1(1i は 灰 色で 4湛� lili1Jのナ デ で ある。 焼
成 、 迎 )�共 に 艮 好
I ·. 削喝

小 IIIL (8 · 9) 共 に1111 転 糸 切りの小 IIJl J ', で あるC 8 は 淡 i' I 橙 色を · .� し 内外 1!IT ヨ コ ナ デ 、 9 は 淡 茶 色を 堪 し
（本 部 内外 1(1 1ヨ コ ナ デ、 内底は イ汎ピ 方向のナ デで ある。 共 に 焼成やや良 好で あるn

瓦
丸瓦 (10) 外 1(1iに ミ ガ キ に 近 し ヽ , : 具痕 、 内lfri は 細か し ヽ 介i 1 1 痕 が 残る。
縄 文 k 沿 ( I I) り1 1 ,r�・ 文 t 甜 片 で 外 1111に 桁 円 文を 斜 ）'iiiり に 施す 。 内L(U はナ デ。
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S11 1 0  S1 1 1 0床面 51 1 1 011内土鳴

こ三て仁二ニ言

文三ニニニ ニ.c:=::=:乏／

文ニニニニエ辛：：こ二そ/

て
＝

S1 1 1 0貼床下

丁
二

\ 76 

了
＝

•, 75 JJ: 
81 

0 10cm 

Fig.32 SJ I I 0 、 1ボ 1fli 、 貼I木 下 、 /;J. iJ..J U屈 I l l  1 -. 辿物火測図 ( 1 /3 )
S11 1 5  

ー［一
1 1 

82 

― ―ー ー

�
1 - -ロー ニ
_) � 

88 

10cm .... 86 

SX040 

。 ご

□□l二／

Fig.33 SI I 1 5 、 カ マ ド I I \  I辿物火il!IJ l�I ( I  /3) 
賜穴
SX040 (Fig.34 、 Pla.35)
須必 附
壷 (89) 1 1 緑 部 ） 1,. で 内 外 川i 共 に ヨ コ ナ デ 、 暗灰 茶 色 を り！． し 、 焼成 、 遠 ）は良好
で あ る 。
1 ·. n,1; 閉片

胚 ( 90) 底部 1, ,p1屈ヘ ラ 切 り 、 ｛本 部 は 似線的 に 開 き 、 " I位 に穿孔が確認で さ る 。
椀 (9 J ) 糾I し 1 ,;',•j 台 が張 り 付 き 、 内外底 は ヨ コ ナ デ 、 ）Jf; ト に 角 閃 イ iが 含 ま れ る 。
SX I 00 (Fig. 35、 Pla .35, 36) 
',Jせ型 い料 (92) ,; が 生 前 期 の11'1� 底部片 と 冴 え ら れ る 。 外底 に 朗脈が確認で き る
が 人 為 的 に 描かれた 11JfJ1t性 があ る 。
須｝↓（附

Fig. 34 SX04- 0 l l \ 上辿物 実測 謡 (93) 内 外 i(li 共 に ヨ コ ナデ、 明灰 色 を 堪 し 、 焼成 、 遥 元艮好であ る 。
閑 ( 1 /3) げIii }It{ 
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二 ！炎灰順色土

C_J .... \ ,。4

ヒーrem

ドig.35 SX I 00 /,l勺(1f 淡 茶 褐 色 I疇． 淡黒茶色 I: 淡）火よし＼ 色 I: 1 1 1  I·. 辿物火測図 ( I /3) 

外 (94 ) 底{111 は 11 1 1転ヘラ l'IIJ り 、 体 祁 と 底 淵1の祝9こ lfli 1収 り を 施す。 外 I氏 ,..: ),1ふり が残 り 「 水」 の文;-: が確認
で き る 。

愧 (95) 1 1 紺邪 が外）'i 1r,J , こ n トIJf.J < 。 』/J 幣 は Jf1,l:�の た め 心リJ ,,

迎 (96 · 9 7) 96は1本 祁 外 llli ハケ 1 1 、 内 1(ti は ナデ を施す。 97 は頸 剖S ド に 縦 ）'j li1J の ナ デ 、 1J..1 1ui に [ 具 に よ

る ナデ 、 1 1 緑 部 内 外 !(Ji は ヨ コ ナ デ ，，;/1,J 1� で あ る

三
SX1 00淡篇荼色土

X I OOJボ 1fii ( Fig.35、 Pla.36)

I·. 削i沿

坪 (98) 底滞J1 1 J転ヘラ 削 り 、 ｛水 部が直線 l'Iり に IJH く 。 I I H 部 に 川iJf'J. り を施す。

X I OO 淡 茶 褐 色 I: ( Fig.35 、 Pla . 36)

|・．削i 憐｝

坪 ( 99) 淡柑色を 堪 し 、 内 外 1/ii 共 に ヨ コ ナ デ』,'u1似
甑 ( I 00 ) ヤM 部片で端 ;'111 は ヨ コ ナデ 、 外 1(1i に ハ ケ 1 1 が残る 。

提 ( I O I ) 1J、l 1iri は ヨ コ ナデ、 外 1/ii は JI沖 耗 の た め 』れ粉ド lリ 1で あ る 。

SX I OO淡黒 荼色 I: (Fig.35、 Pla.36)

暉IiWi{ 
J:f ( I  02) 底 部か ら ｛本部 卜平 に 加l 転ヘラ J'JIJ り 、 内 外 而 は ヨ コ ナデ閥祁で あ る 。

庶 ( I 03) 1 1 紺）ヤで1J..1 外 llli 共 に ヨ コ ナ デ、 I祈lfll に 粘 K接合痕が残 る 。

X I OO淡灰黒 色 I: ( Fig. 35、 Pla.36)

紺i 、も湘

\1
1
1( t..� ( I  04)  J火 lり 色 を 湛 し 、 焼成、 遥元不艮で あ る 。

X I OO カ マ ド (Fig.36 、 Pla.36)

I: 師 湘

椀 ( I 05) 'I叩l 球状の 坪 な し ヽ し は 椀 片で 、 1 1 粁 部の 内 側 に 1ui収 り を施す。 外 l!Ji は L 具 に よ る ナ デの痕跡

が残 り 、 赤 色紺i料 を I 1 1r子 部 IAl flllJ ま で 咽 布す る 。 1)、J J(Ji は 縦 ）'j 向 に 暗 文 がlitli さ れ、 1 1 綽 洲 付 近 で 山 形 の 111'1・ 文

が巡 る 。 /lfi ,-. は よ く 籾選 さ れて い る 。

坪 ( I 06) ll{'r 茶 褐 色 を 堪 し 、 内 外 1(1i に 横）'jj11J の ミ ガキ を 施す。

慨 ( I 07 - 1  09) I 07 は ほ ぼ‘ノ，c形 の 反 JjJ,iJ糀で（本 部 外 191 は 縦 灯 Iiり のハケ 1 1 、 底 部 付 近 で 不 迫 方 向 の ハ ケ 1 1 、
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SK045 SK064 

� /·
 

＼

一

即rn は縦方柏l のヘラ 削 り 、 底祁付近で斜方Ji1Jのヘ ラ 削 り を

施す。 I I 緑 ；1111 内 外 而 は ヨ コ ナデ調 幣。 1 08 は 1 1 緑 部） ，1· で 調

撒は ヨ コ ナ デ。 1 09 は 純な い し 鉢 片で 内 外 lfli ヨ コ ナ デ 、 外

而 に 「具 に よ る 沈線が残る U

上堀
SK045 ( Fig.J7 、 Pla.36)

�fi)↓、（ 開

杯 ( 1 1 1 ) 内 外 而 共 に ヨ コ ナ デ、 内 1(1j ()) · 部に イ衿じ方向の
粗 い ナデが残る <•

L: 削澤

坪 ( I I O) 内 外 1(1i 共 に ヨ コ ナ デ 、 外 J(Jf ト
・
半 に ヨ コ ナ デ時の

強い悛が残 る 。 淡 必t-+o. 色 を 情する 。
SK064 (Fig.37 、 Pla. 36)

Uhl澤

坪 ( 1 1 2 · 1 1 3) 1 1 2 は 底 i'il1 J 1 1 J転ヘラ 切 り で (,t. 部 内 外 J(ri ヨ

コ ナ デ。 1 1 3 は 底 部 に I'.共 に よ る ナデが残 り 、 （本 部 内 外 1ui
ョ コ ナデであ る 。
SK J 2 5  ( ドig.37)

1:n,1澤

盆 ( 1 1 5) 内 外 J(lf 共 に ヨ コ ナデ 、 淡 怜 色 を 堪 す る 。

坪 ( I I '1 ) 底 部 ） 『 で JuJ IJ如iヘラ 切 り で あ る 。 内底は ヨ コ ナ デ

後 、 ナデを施す。

SK 1 50 (F ig.37 、 Plo . :36)

団1Ji 沿

椀 ( I 1 6) lf1耗 の た め 1:/tJ幣は イ' I リ 1であ る が 、 1i.'li台接合時の

ナデが 部 残 る 。
k鍋 ( 1 1 7) 1 1 緑 端 部 を I:.緑状 に 1 1: I :  げ る 。

u服 硲

ST 1 20 (F ig.37 、 Pla.36)

金 ）瓜 製 1
1

1 1
1
1

)） f ( I  1 8 ) J J身 部 と 杓 え ら れ、 りJ っ 先は 火肌 し て し ヽ る が 、

巾 (-が行 1 :残 (f.す る 。

SK1 25 SK150 

�: •こ二��可＇
・エニ乏-

1 1 4  1 1 6 

� -:( 1 
1 0cm 

=� 之ー 1 1 3 苓---= 1 1 5  I! て
ST1 20 

工四乏塁広：
：

('.I 

0 �,m O 1 1 8  

Fig .37 SK045 、 064 、 1 2 5 、 1 50、 ST 1 20 I l l  I: 辿物火測図 ( I /3) 
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追路状m構
SF220� りm1r nm r情

D035 (Fig.38 、 Pla .36 、 �7)
須>.!J:nH
杯 ( 1 1 9) 内 外 1fii 共 に ヨ コ ナ デ 、 淡J火 色 を 堪 し 焼成 、 迎尤良好で あ る 。
,i'i( ( 1 20) I』 剖切 で 外 伯i ヨ コ ナデ 、 内 面 ）11! 111 1 部 ド が ''i て 具後 、 ナデ 、 /iii 1 1 1 1 部 J: 'I':が ヨ コ ナ デI肌l 整<, 淡 灰
色を ＼！． し 、 焼成、 迎几艮好で あ る C

暉Ii 開i
悩 ( 1 2 I )  1 1 綽瑞 剖冴 を 1削i 1(ri � 角 形 に 1 1: I ·. げ る o x J I: 部ヘラ 削 り 、 内 r(1i は ヨ コ ナデ調撒 、 外 11n· は1料 耗 の た
め イ� I IJ J 。
坪 ( J 22) 底 部 を 11 1 1転ヘラ 切 り 後 、 ナデを施 し 、 内 J/Ji は ヨ コ ナデ。
椀 ( 1 23) 削 り 出 し 1,ぶ合 (/) 椀で1本 部 外 1(1( にヘ ラ ,lじ りが残る ，` 淡 俯 色で 1J..J 1(1j に 煤が 付 が1 す る 。
悧 ( 1 24 ) t/,i} 部片 で外 r/lJ は1刊耗のた め』闘秤 11) 1 。 仏f l川は L: 'j', 部がヘラ 削 り 、 ド ,,,, m1が ヨ コ ナデ を施す。
黒 色 I: 盟i
椀 ( 1 25) A矧の椀片で l人1 1/Ji は イ濱功府 の ナ デ、 外底は ヨ コ ナデ 、 1ぶ•j f'i ('ill分 に接 合 時 の ナデが 残 る 。
ィ i製i'1 11,
紡鈍rlt ( 1 2 n) 削石製の紡錘1j Lで ほ ぼ‘必形で あ る 。 中 央 に 直径約 1 .0cmのイL を穿つ• I 「（ さ 約60. l gで あ る 。
SD055 (Fig.38、 Plti .37 )
1-.rllli H怜

坪 ( 1 27 ) (本 紆IS " I 位で）1rl 1ll1 し 、 I I 紺端部でn 卜外）メす る 。 仏J lfli は ヨ コ ナ デ、 外 出i は ナ デ』.'J幣であ る 。
SD035 · 055 ( Fig.38、 Plu .37)
紗i 、tJ.( :岱
盆 ( I 2 8 )  J.: )  1: i'ill は l1 1 J転ヘラ 削 り 、 仏J 1/1 i は ヨ コ ナデ後 、 イ；定 ）'j liり の ナ デ を施す。 荼 色 を 情 し 、 焼成 、 遥
）じ艮�fであ る 。
坪 ( 1 29- 1 32 ) 1 2 9 は 淡 灰 色 を ',l. し 、 焼 成 、 遠 几 イ＜ 艮 で あ る 断 1/1j に 粘 I:紐艇跡が残 る ， 1 30 は底部
'"' ''如ヘ ラ 削 り 、 体 剖S 1J..1 外 l(Jj ヨ コ ナデ 、 内 底 は 不 定 Ii I「り の ナ デ 調 幣 で あ る 。 1 1 糸 如祁 を n 1: 外 反 さ せ る 。
1 3 1 は 坪な い し は !Ill I ヤ で 底 滞 を lni t l屈ヘラ 削 り 後 、 J ' l�t な ナデ を施す。 (,t,: 綿 11 lヽ 外 1/1j ヨ コ ナ デ。 1 11 灰 色 を ',1
し 、 焼成、 屈叫 好 で あ る 。 1 32 は断 1/ii 逆台形の 闘 台 を 貼 り 付け る 。 l火 1· 1 色 を 情 し 、 焼成、 巡 ）u込�fで
あ る 。
1111 ( 1 33) 底 部 は 11, 1 1li.L;ヘラ 切 り 、 体 部 を 行 「外 I又 さ せ る 。 ）火 茶 色で迎 ）C: イ↓艮 であ る 。
殿 ( I 34 - I 38) I 34,  I 3 5 は I I 紺 片 で 1人J J(ti に 「 I 然釉がかか る 。 1 36は （本 部 外 i/Jj に 斜 ）'j liり の 平:u ク ク キ 、

内 J(ti に l1il 心 1 1 1状0) ., ,, て 具根が残る 。 1 37は 内 外 I、(ij ヨ コ ナ デ。 1 38 は/Jl1iJ 名IS片 で外 l(ti に 小 さ し 、 格 f- 1 1 ク タ キ 、

加Iii に 格 [·状 に '''i て 具1aが残る 。
! ' JIiii 憐｝

盆 ( 1 39) ツ マ ミ ） ドで腿 i,�珠 の ツ マ ミ が収 り 付 く 。
外 ( 1 4 0- 1 4'1 ) 1 40 は 底 部 !1 1 1 tlfiヘラ 削 り 、 Jlfl I.: は よ く 粕選 さ れて し ヽ る 。 1 4 I は 底 部 11 11 転ヘラ 削 り 、 体
ms が開 き 1 1 緑 部 で 行 1: 外）又 す る 。 1 42 は暗 茶 色を 1 ,t し 、 Jlfl I: は よ く 籾選 さ れて し ヽ る 。 調 整 は 1評 耗 の た め
利lJl u 1 43は底部）ヤで底 部 同 転ヘラ l'f ll り 、 X J:i J のヘラ品 けが残 る 。 [ lj 4 は 外 1/ITに 赤 色僻i料 を 咽布す る 。
IIIL ( 1 4 5 · 1 46) 1 45 は底部'"' 転ヘ ラ り） り 、 内 外 rili ヨ コ ナデであ る 。 1 46は調 幣 は1刊 耗 の た め イく り 1 。
椀 ( 1 4 7 ) 削 り 出 し 似j台椀で）Jft ト は粗 く 3mm程I虻の砂粒 を 含み 、 焼成はやや イ泊と であ る 。
印ボ ( J 48) 脚 部 外 llll と 牙 部 内 ILii に 横方 Ii'り の ミ ガ キ を 施す。
鉢 ( 1 4 9) I I 綽 端 部 を JA膚 さ せ る 。 外 I創 は ヨ コ ナ テ 後 、 イ本 部 に ハ ケ I I を 施 し 、 iJ Jヽ 1lli は 上 具 に よ る ナ デが
残 る 。
椛 ( 1 50) 外 10iは縦方 向 の ハ ケ I I 、 内 1TIT は横 方 向 の削 り を 施す。
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Fig.39 sr220 (SD I 35、 070)

゜ 10cm 

＼三：コ、;;5 

-,- :P , 56 二—|
ヽ

SD 1 35 (Fig.39 、 Pla.38)
上製 1

1
11

1
1

k 鍾 ( 1 5 1 ) ほ ぽ'6形 で 及 さ 約 6 . 6cm 、

蚊 人·径約2. 2cm 、 イL径約0 . 4 cm, ill さ 約
24 .8g を 測 る 。
SD070 (Fig.39、 Pla . 38)
須息 閉サ
糀 ( I 52 · I  53) I 52 は 外 訓 に 格 f タ ク
キ 、 内 itli に ‘ド 行 の 'l'i て 具 痕 が 残 る 。
1 5 3 は /Jl1� /i'II J ',· で 外 l面 に 斜 格 f状 に 施 し
た '11· f r ク タ キ 、 内 面 に '1'· 1 l の ‘り て 具 痕
が 残 る Q 1 54 は 壷 ） 「 で Ji j 部 に 断 1fJi三 角
形 の 突・：け を 貼 り 付 け る 。 調 招 は 内 外 lfli
共 に ヨ コ ナ デで あ る 。
壷 ( 1 55 ) 底 111切 で 、 底 部 を ,,,, 転 ヘ ラ
ケ ズ リ 、 内 lfii は イ汲 出 方 向 の ナ デ を 施す。
1·.n,1澤

坪 ( 1 5 6 ) JJ、I ifli は ヨ コ ナデ 、 外 而 は ）秤
耗 の た め 不 11) 1 。 )If, Iヽ． に 角 l父J イ i が 人 り 、

焼成 -1�l込 であ る 。

石 製 晶
砥イi ( 1 57 ) 安 山 宕のI低 イ i と 冴 え ら れ、 3 1(11 と も 仙 川 さ れ た と 埓 え ら れる 。

ド22 0 東 側 側洲
SD050 (r:ig.40 、 Pla.38)
須ぶ附
悩 ( J 58) 内 外 伯i 共 に ヨ コ ナ デ 、 I I 緑端 部 を 断 面三 角 形 に イ I: I·. げる 。 内 1/Ji か ら I I 'ri 部 外 側 に か け て 屯 ね
焼 さ 痕跡が残 る 。
,1 /� ( I  5 9 - 1 60) 1 59 は l」 綽 部 ） ヤ で 11、1 外 1M 共 に ヨ コ ナ デ 、 肖灰 色で焼成 、 迎 凡艮好 で あ る 。 1 60 は 外 面
に 1町/1巨 角 形 の突•附 を 貼 り 付 け る 。 1Vi1,J 幣 は 内 外 而 共 に ヨ コ ナデ。
糀 ( 1 6 1 ) HM 部 ） Irで 外 而 に 格 f 1- 1 ク ク キ 、 内 ,mに 平行の 叫 て 具が斜）'i fi-1」 に施 さ れる 。
」:Mi 甘怜
益 ( 1 62) JcJ I部 に ！格if.珠の ツ マ ミ を 貼 り 付 け る 。 外 Tai は H 転ヘラ 削 り 、 1人l lfli はl料 耗 のた め イ,fり1 であ る 。
椛 ( 1 63 ) 内 外 而 共 に ヨ コ ナ デ。 一部 に 煤が付訂 す る 。

出 I :辿物‘必測l図 ( I /3) 
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SF220路面（帯状硬化面 ・ 突き固め部）覆土
SD025 

-ヽ
：

1 73 

‘ 
�::::::::::.,

』.
174 

纏｀
ここゴ'.� 179

三ー
( '\.__l:;c: ゴ

‘
180 

SD080 

Fig.42 SD025 、 080 I I \  I: 辿物火測l火I ( I  /3) 

Fig.4 I SF220路而 （惜状峨化 lili . 突 き 固 め 部 ） Kt I·. ,i'!( X 糀 ( I 7 5- I 7 7 )  1M な し ヽ し は 別 ） ヤ で 調 幣 は

1 1 1  I: 辿物�illll l火I ( 1  /3) ヨ コ ナ デ 、 淡 灰 茶 色 を I
I� し 焼成 、 屈退好であ

る ， 1 76 は 壷底部片で底 部 と （本 部の屈 Ji ll 部 に 闘
台 を 貼 り 付 け る 。 1 7 7 は 外 ,M に 'H i タ ク キ 、 内 lfli に l1 1J 心 円 状の ％ て 具痕が残 る 。
溝
SD025 (Fig.42 、 Pla.39)
釘i)↓（ 閉甘
1!� ( I  78) 頸部片でl人1 外 1(1i 共 に ヨ コ ナ デ、 内 山i Iく 半に ,11, て 具 痕が残 る 。
1:n11i 憐↓

杯 ( 1 79) 底祁 は11 1 1 転 糸 切 り 、 許IJ れ断 1(1i に 糸 の 辿 人痕 が残 る 。 淡 悦 色 を 堪す る 。 iJ..J 1(1i は ヨ コ ナデ。
小Jill ( l  80) 底 部 は 11 11 転 糸 切 り 、 調 幣 は ヨ コ ナ デ。 淡 ））t 色 を 'tlす る 。
S0080 ( F ig . '1 2 ,  Pla . :39) 
I ·. 削i 開↓

外 ( 1 8 1 ) 底 部 回 転ヘ ラ 削 り 、 u汁祁 内 外 lfli ヨ コ ナ デ。 （水 祁は 行 干 仏l 切す る が 、 1 1 縁 部で 行 r·外）又す る 。
I船 ( 1 82 ) 1 1 綽 端 部 を I� 緑状 に ( I: J·. げ る 。 ｛本部 に指虹l痕が残 る 6

鼎 ま り 状辿 構
SX075 ( Fig.t1.:3 、 Pla.39)
紺i)↓� (i怜
りM ( J  83) 底部片で底 部 は ナデ を 施 し 、 イ本 部 外 J(lj は [ 具 に よ る ナ デ 、 内 1rr i は 粗 い イくi.t/i 111J のナデ を施す。
k 糊 { ] 84) 外 1(ij に 波状 文 を施す。 淡 茶 赤 色 を 鳩 す る 。
Uilli開4

jィ； ( 1 85) 底 部 は 1111 1,�; 糸 りj り 、 体 部 内 外 1(11 ヨ コ ナデ。 淡 虻 茶 色 を 閲 す る 。
小llll ( I  86) 底部は iul 転糸 切 り 、 f* 部内 外 而 ヨ コ ナデ。 淡 洪 橙 色 を 間す る Q

瓦例 I渇付
捕鉢 ( 1 87) 外 血 ハ ケ 1 1 、 1J..J 1面 は ハケ 1 1 後 、 残仔 部分で3 条の 拙 り 1 1 が確認で き る 。
SX 1 24 (Fig,,t� 、 Pla .40)
利i)↓,(甘甘
りM ( 1 88 · 1 89 )  I 88は別(i 部 片 で 1人J i侃 ヨ コ ナ デ 、 1 1 緑 部 と の 1111 111 1 部 にmun痕 が 残 り 、 外 雁 は ヨ コ ナ デ 、

薄 く l l 然釉 がかか る 。 n佑'j- 灰 色 を 1 r}. し 、 焼成 、 遥 元艮好であ る 。 .1 89は11 r 部 ） 「 で 断 1ftf逆台形の突術 を 貼
り 付 け る 。 内 外 llii 共 に ヨ コ ナ デ。 ,'j·灰 色で焼成 、 遥 心良好で あ る 。

＼二ニ／
, __ . -'-""'" 

,f. ヽ l '"
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SX075 

183 

.:: こI
185 

O 10em 

SX 1 24 

／
 

191 192 

ドig.'1 3 SX075 、 1 24 I l l  I 辿 物'Mill駆I ( 1 /3) 
迎 ( 1 90) 外 1ui に 格 f- ク ク キ 、 1J、J illi に 11 11心 I り状 の ＇り て 具後 、 ヨ コ ナデ を 施す。
Ullli 甘甘

小 llll ( 1 9 1 · 1 92) 共 に 底 部,, ,1 転 糸 切 り 、 （本 部 内 外 1(1i ヨ コ ーJ- デ を 施す。
I取 り 辿 構

SX090 (F ig.4'1 、 Pltl . '1 0)
紅�·[ 、l↓�a甘
牙 ( I 93 · I  9'1 ) I 93は 内 外 血 ヨ コ ナデ。 1 9-1 は 似j台 を 貼 り 付 け 、 内 外 血 ヨ コ ナデ。 11{1 紺 茶 色 を 1 ,1.す る 。
別 ( I 95- J 98) I 9 5 は 外 i!li に 格 J'- 1 I タ ク キ 、 fl、) 1iti ,.: , , ,] 心 円 状の '' 't て 具痕が残 る 。 1 96は底部）',·で 外 1(11
に ク ク キ 艇 、 1JヽJ 1(1i に ,,,, て 具船が残 る n 淡 t'1I火 色 を ＇ん す る o I 9 7 は 別 な い し は 壷片で 外 而 に 耳状の把 f� が
付 く と 打 え ら れ る 。 11 ）ヽ 外 而 に 「 I 然釉 がかか り 、 明）火 茶 色 を ' 1 \す る 。 1 9 8 は 外 1(11 !jl(l 部 ド に カ キ II 、 IAJ Jfri に
ヽ''1 て 具痕が残 る � I I舟ぷms 1人） 外 lfli は ヨ コ ナデ。 淡 紺 1' 1 色を 情 し 迎 ）G小良で あ る 0

1:rllli 憐i
悩 ( ] 99) 擬' j{ 珠 の ツ マ ミ が付 く ， 仏J 1(11 に 鳩,i:J. 行 し く は煤 ら し さ も の が 付 沿す る 。
坪 (20 1 - 209) 20 I 、 2 0 2 は 底 部j o r J 転ヘラ 削 り で {,t. 部 内 外rui ヨ コ ナ デ。 底 部 と ｛本 部 の 炭 に J(ri収 り を 施
す。 20 1 は 1本 部 が l「(線的で2 02 は 行 「払l 情す る 。 203 、 204 は 底 剖伽l 転ヘ ラ 削 り 後 、 ナ デ を 施す。 203
は 1本 部 が 行 「払1 7対 し 、 2 04 は 虹線 (Iり に 開 き 、 底 部が丸 み を 術び る 。 2 05- 207 は 底 部'"' 転ヘラ り） り 、 （木
部 は 行 「• 印対す る 0 2 08 は If(剖珈l 転ヘラ りJ り で l本 部が 直船 的 に l)l,J く 。 2 09 は 底 (111 1 1 1 1 11駄ヘ ラ j'jlJ り で底惰11 と
1本 部の炭 に Jfll収 り を 施す。 I I 綽 部で n 「外 ）又 す る 。 208 、 209は IIIL Jヤで あ る 。
椀 (2 1 O) (本 部が虹線的 に IJM き 、 （木 綿 と 底部の況 に 似j 台が収 り 付 く Q 体祁外 lf1T 卜: 'j's か ら 底 部 外 1(1i に か け
て j11j 転ヘラ 削 り を 施す, ,1、l lrriは ヨ コ ナ デ。 底 剖i 外 ,mに 渇 ， ' � が残 り 「 ヒ 必 大」 0) 又:· j・：が確認で き る ’’
熊 (2 I I )  I I綽径 よ り Jll1i] 部 径 が 人 き い タ イ プと 椅 え ら れ、 （本 部外 1/r j縦/j lir) の ハ ケ II 、 JJ、1 ,m は 横 ）'i iiり のヘ
ラ 削 り を 施す。
SX I 30 (Fig.45、 Pla.4- 1 )
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Fig.44 SX090 I i i  1�. 辿物'kil!IJ I叉I ( 1 /3) 
釘iJJ..( 憐i
i芯 (2 1 2 ) 内 外 而 ヨ コ ナ デ 遠 元 イ；良で r , 灰 色 を ' ,iす る 。
壷 (2 1 3 · 2 1 4) 2 1 3 は 内 外 1/ii ヨ コ ナ デ、 遠 J c イサ艮で）火 茶 色 - 1111 赤 茶 色を IJす る 。 2 1 4 は2 箇 所に 断 1ir i三
角 形の突・1l'i を 貼 り 付 け る ，， Id 部突術の I: ド に 径 3mm-4mmの穿孔が確認で き る 。 外 lrii に 博 < 1 1 然釉がかか
る II

慨 (2 1 5 ) 1 1 綽 片で 内 外 lfll ヨ コ ナ デ 、 「 I 然釉 が 令体 に 薄 く かか る 。
l·. Jlili 特｝
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N . SF220道路状辿構形成土填 の 粒 径 分 布 に つ い て
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追路辿構 に お い て 検1 1 1 さ れ る 各柚の 「追路艇跡」 に つ し l て 、 従 米 か ら 機能や構辿の推i,U が提ぷ さ れて
し ＼ る 。 そ れ ら の 推 と を 検証 し て い く J,韓 闘 作 菜 と し て ｀ 各帷痕跡形成 I·. 壌 に つ い て 粒 I!>.: 測定 を 行 い 、 古 代
に お け る !'.本li!!i [ を 推出する 竹 料 を 得 る た め に 行 っ た

今 111 1 は』.'ii ftlメ： 各所 の地 1 1 1 と 堺状Ji見 化 部 分邪の追路痕跡 に 伴 う I:壌 の 相 迩 点 を 打11 1 1 1 す る こ と を 1 1 fl'·J と し
た な お、 I·. 帷 の tl l 過 に つ し ヽ て は l' I 然 科 学 分 析 等 に よ る 多 角 的 な 検 小tが必 疫 で あ り 、 今1 1 11 は 限 ら れ た 作
業 しか 行 う こ と がで き な か っ た た め 、 結 県 は限定l'l'·J に 成 ら さ る を 得 な し I 点を断 っ て お く 。

2 .  試炉|
調 mがの5箇所か ら 合 ，H·5サ ン プ ル を採収 し た ( p 1 5-Fig.  I 1 に 採 収地瓜掲載） 1 サ ン プ ル に つし l て 約

I kgを採Jf又 し 、 サ ン プ ルの 中 か ら 1!\� 作 れ に 1 00gを抽I l l し 、 ,11 illll を 行 っ た。

3 . /J法
筑紫野 巾 教 f1 委 員 会 小}lg野必氏の 協 力 に よ り 、 筑紫野 J jj J/r'1J 1 1 1 地区辿跡/tiで行 っ た 方法 に 打川 じ て 作業 を

行 っ た。 最 初 に 採収 し た I ·.壌 試 料 を り駄絲状旭 に す る た め に A l 1 1 ·· し を t i し ＼ 粉li'i� 附で2 -3f少 1111 の粉砕後
に 5帷 の ふ る い に か け て 各 ,ni ,t を 汁il!IJ し た 。 試 料 の ば ら つ さ を 勘案 し て ，廿測 は 3 J11J 行 い 、 併せて そ の 平均
値 を 及ぶ し た 。

4 .  機材
● 1:1 

粉 砕 閤} ( フ ー ド カ ッ ク ー） 、 ふ る し 、 （ ケ ニ ス 社製 ‘必験 川 ふ る し ヽ ）

5 .  糾i 果
l ) 地 山 について

側 柏'i底部の地 山 で は ms分 的 に 小 礫 を 含 んた 箇所が｛紐； し た が、 採 収 し た 2 箇 所 の 粒 径 分 {Ii に 人 さ な ,t
は 兄受 け ら れ な か っ た。 概ね20% 前 後 の 数 値 で 平均 l'Iり に 分 布 し て し ヽ る 状 況であ り 、 3 1 1 11 の 朴測 と も 大 き
な ば ら つ さ は 認め ら れな し ％
2 ) 堺状Ii見 化 悦 I·.、 ,: 1 1状 使 化部 分 と 地 1 1 1 と の比恢

地 山 と の比較を し て み る と 、 111計f 共 に 地 1 1 1 .�h!IIJ /il'[ と は削I. 径が 異 な る こ と がわか る 。 堺状Ii見 化枇 I·. に つ
L I て は 1 1 視0)段階で 確 認 し て し ヽ る が 、 0 . '1cm以 K の 人 さ な 径 の も (})が�4 . I %-88.  I %  (平均値72. 8%)
と 非常 に 多 く 、 0. 2 <.:m以 ド の 小 さ し ヽ径 の も の が3 . 5% - 7 . 0% と 非 ＇常 に 少 な し ,, ,m状 制 化 祁 分 に つ い て は
0 .4cm以 上の径 の も の は 24 .9%-50 .7% ( 平均/11'(38 . 7%) と 堺状圃化悦 L-. よ り やや少な く な る が、 地山
よ り 粒 径が 人 さ し 、 L壌が l叶本 に な っ て い な ま た 、 術状l辿 化 部 分 の 31 1 1 1の ，n· m11 ru、r ,.: ri= r-の ば ら つ き が 見
ら れ る こ と や地 山 と の粒径が 異 な る こ と か ら 、 地1 1 1 と は 汎 に し た ＇各 1-. 0) 11f能性が指摘で き る 。
3)  ,, り Hill 柏'I際の路 lflil辿 化 部分 と 地 山 と の比較

比 較 的 粒 径 の 分 化範 間 は 近 似 し て し l る が 、 0 . 05cm以 ド の 小 さ な 径 の も の が 1 . 3 % - 8 . 6 % ( ·V· 均 値
'1 .6%) と 地 1 1 1 (/) 数 値 よ り 非常 に 少 な く 、 粒 fが芥l lい K壌で あ っ た こ と が ，認 め ら れ 、 採収地点近 く に 波
板状の辿続 I:堀が (f. {I: し て し ヽ る こ と か ら 地 山 と は 異な っ た I·. 壌で あ っ た 11[能性が•Jut し ヽ と 埓 え ら れ る 。

6 .  埓寮
今l可の測定では 、 作 業 に が る ま で の過柑であ る サ ン プ リ ン グや試料 数 に つ い て の 対 象が 部 分「lりであ り 、

令 体 を 包括 し た 糾i 米 が 兄 い // \ せ な か っ た こ と は残念で あ る 。 し か し 、 部 分 的で あ り な が ら も 追路跡 と I i'
わ れる 各帷痕跡 に 対す る 幾つ かの 11\1 1乱点 を提起す る 成 果 が洛 げ ら れた ' J屯 を 述べて お く 。
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0. 1 cm以



言5.4 . .. ,, 

贔

0.4cm 以上

＼ 
,ヽ 0.2cm 以上

※鉄分・マンガン粒を鋲著に含む。

0.05cm 以上 ｀

ま ず 、 堺状制 化 部 分 に 関 し て は 』1,J ff. 時 の 1 1 視 、 な し ＼ し は 測 11しII、り に 地 1 1 1 と 非常 に 近 似 し た I·. 壌 と し て 埓 え

て し 、 た が 、 粒 径 に 浪が生 じ た 糾i 県 か ら 地 山 と 汎な る I:壌で あ っ た 11J能性が判 さ 出 さ れた。 そ の 根拠 と な

る 2つのI/\J l逍 提 起 を し て お く 。 1 点 1 1 は 粒径の 人 さ な も の の 多 さ に つ し ‘ て はm�,潰！辿 化 JI'( 上 に は 覆 I: と し て

小陳を 多 く 含 む }\'り が 悦 っ て お り 、 仮 に 転） ,: な ど の 行 為 （踏み締め等の 人{..り1
・

(,j f i 必り ） が行われて し 、 た と す

る な ら ばI辿 化 泄 分 に t(l 1:0) · 部が押 し 込 め ら れた 11f 能性 も 行 え ら れ る ＂ サ ン プル採収時 に 叩状fi見 化ra 1-. 

と 杓 え ら れた 部 分 に つ し ヽ て は 行 1·· 0)締 ま り を 確認 し て お り 、 こ れ ら を‘必証す る た め に は 1辿 化 部 分 の I辿1-0'.

測1-Eやl'I 然科学 的な 分析での 判 断 が必 疫 に な っ て く る 。 2点 I I と し て 粒径 の 小 さ い も の が地 1 1 1 と 比ぺて
平均値で 平 分以 ド で あ っ た こ と で あ る 。 こ れ は 明 ら か に 地 山 と は 粒径が巡 う こ と を 、認味 し て お り 、 地 山

切 り 辿 し の 路 而 に (1 1J ら かの F を 加 え た こ と が
＇
窺え る iクi料 と な っ た 。

西 側(lJIJ h'i'/ 際I�』 化 部 分 に 1i1 し て も 地 , 1 1 に 近 似 し て い る I·.壌 で あ る と 』/J f'f. 時 に は 判 断 し て し 、 た 。 し か し 、

堺状I叫化 部 分 と Iii! 様でN:径 の 小 さ し 、 も の (0 . 05cm以 卜
．

） が非常 に 少 な く 、 仙の粒径 分 伯 は 近似値 をぷ し

て し ヽ る が地 1 1 1 と の 巡 い を 指摘で き る 数 (I(( 鮎 米 と な っ た 。 こ れ も I·.壌 の 巡 い を ぷす も の と し て 杓 え ら れ、

他の分析 ）'j 法での検証 、 追認作 業が必吸 であ る 。

今11 11 j[IIJ走 を 行 っ た筒i�r は 閥 fi l,l.. 中 央 か ら 南 部 分 ())地 1 1 1 を 浅 く 切 り 辿 し て 逍路造成を 行 っ て い る 部 分 で

あ り 、 拓Iiで初 めて の 11: I浚 上 の迎路跡』げで あ っ た。 今 ま での,J,',j 忙J( 例で は 八 久丘 陵 と 矢 部川 に 挟 ま れ

た 低地部分での検II \ で あ り 、 ‘り 』刈 介悩 か ら 1Mへ約900 111 の椋 閻 1 3 m の 低地に イ（在す る 山 ノ ） j: 川 1 1 辿蘭 冷

で は 波 板状 の述続 I'.服や突 さ 固 め痕 と 称 さ れ る 痕跡 が 多 く 残 り 、 '''1辿跡 と 比較 す る と そ の痕跡 1,t の 迩 い

鵠’戊で あ る 。 こ の艇跡 1 , tの 過 い は 低地 I.: と Ii: 陵 l.:での道路敷汲 に 迩 い があ る 11J能性をポ唆す る も の と し

て 冴 え ら れて い る 。 そ の J I I で 今11 1 1 ()) 粒I且測 追 か ら )§かれた 結 呆 を •つ の 白 料 と し て '1'1 1 Ii の追路跡 を 検 村

し な け れ ばな ら な し ＼゜

,rt I .  山 村付榮 「 古代追路の構辿」 『 山 代父；』 研究』 第 1 0 り·2000年
小雌野必 「 古 代の'I"\'追•筑紫野Ii域に お け る 訓 作」 『筑紫l判i史J rt料糾 0:) 朽 古 府料2002

, 1 1:2 .  筑紫野II教f1 灸L l会 『岡 1 1 1 地 区）叫跡昨 I I J 筑紫野II文化IIH/ili"'t船';- , 1 げ第56巣 1 998

111:3. 筑紫野Ii教f1 委U 会か ら (/7皿 粒IQは0 .05cm以 1-: 、 0.05cm以 I: 、 0. t rm以 ,.._ 、 0 .2 ('01以 r.. 0 . 11<.: 叫')、 l :0)5冊
, �M.  r筑後di I)� j且跡群 IV』 筑 後 df教f1委 L l会 2002 
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V ま と め
( I )西浦近跡 (SF220)

c1 . 1,rii H!ll 11府の 対応パ ク ー ン
』，\) ft l,l._ か ら は 束 西 側 沿'l を 合わせて 9 本 検 出 し て い る ） 西側溝 を 5 �、 東側 h'り を4 ,1ゞ Ir{� 認 し て い る が 、 調

rt I-<會
． 南北で 本数 に 巡 い が あ る し こ れは辿構 本 文 で述べた と お り ( P 25) . I . 1伽I ff. fべ 北 '!': 分 が北へ級 や か

に ド が る 斜 訓 で あ る こ と 2 . J/.'J fi IX: 1N 'I\ 分 は 」t 陵 仰，'.( 部分 であ り 追路 陥 分 の地1 1 1 カ ッ ト （ 切 り 辿 し ） で
あ る こ と 。 3 . IU枷'I を 部 分 的 に 1/iJI り 11'( し を 行 っ た 箇 所が仔在す る こ と 等 、 1V,',I fl: 区 の地 形 の 巡 し 、やfl!IJ溝掘 j'jlj
の巡い に よ る も の と 埓 え ら れ、 ;UM ff. I� 各地｝はで の 検 出 状況 も 『gな っ て い る 。

以 Kの •Jf 柄 を ふ よ え 、 1J,'� �f. 区 各地点()) 1,1,j 側 溝 を 「 切 り 合 し qi1 f系 I.: J 、 ま た は 「Jり! I: の状況」 ＾、り か ら 対応
ハ ク ー ン を 抽 1 1 1 し て み る と 、 以 ド の バ ク ー ン が 冴 え ら れ る

1JLj 肌1) h'り りt1W! ii'o'l
① S0030 - SD225 

② SD035 = SD050 
③ SD055 - SD050 
④ S0055 - SD060 

⑤ SD0:35 · 055=SD050 
⑥ S0035 · 055-SD060 
⑦ S D  I 35 - SD065 

⑧ SD070 = SD050 
⑨ SD070 - S0060 
⑩ S D070 - SD065 

鯛冒区北●(lliA 順Al!;'!)

w 

三
馴●a中沢北(JIB · Ill.Bit点）

三
讀璽区IIJ(illlC-E • IIIC-EIS県）

1'111がlg 23●酬

ヽ

て『

ドig. 50各!JIii 洲 切 り 合 し ヽf岱式図

対応 パ タ ー ン 114filll ti'り 束(UIJ滞 地点 心 々 1111,I 路i/U l�ltl 
SD030 SD225 ,1切＼、 東A地点付近 約 I I rn 

迄） SD035 SD050 西A 、 束A地）．．＂必： 約 I I .5rn 
Q) SDOfi5 SDOSO 西A、 東A地）ぶ付込 約1 0.8m
＠ SD055 SDORO 1JりA. 米A地）．＇．訃l込 約 1 0 .'.im 約9.fim
⑤ SD035 · 055 SD050 11りB、 米B地点付近 約 1 0.5m

＂ 西C、 米 I )地点付近 約 9 . 8 m
＂ 1JliD、 東F地点付近 約 I Q .Om
＂ 両E- 1tl!点付近 約9.8m

⑥ SD035 · 055 SD060 西B、 東B地点付近 約 I 0.011 1  ． 
II 西C、 �m地点付近 船J9 . 5 m 船）8.5m 
II 叫 I )、 東じ地点付近 約9. '1 m 約8.3m
II 西I�-地），＇，＼付近 邪）9 .'1  m 約8. I rn 

I.J) SI) I 35 SD065 11り1う 、 東lう地J.. (I、I辿 約8.7m 約7.8m
⑧ SD070 SD050 111m、 米B地点付近 約9. 2 m

＂ 西C 、 東D地点付近 約8.8m ゜

II 西D 、 東E地点付近 約8. 5 m . 
II 西ド、～地点付近 約8. 6 m

⑨ SD070 SD060 西B、 urn地点付近 約8.8 111 約7 .7m
ff 西C 、 東 I)地点付近 約s.sn, 約7.7m
＂ 西！） 、 束E地点付近 約8.0m 約7.2 m
＂ 西ビ～地），K付近 約8.0m 約7. '1 m

迅 S0070 S0065 1Jり13 、 末13地瓜付近 約8 .0m 約7 .4 m 
※ 切 り 合いでl'IIJ f さ れて い る 溝 は 似 J(;h','l幅 を ?:;·»:a し て � ,測 し て い る 。

Tab .5  il!IJ溝対応パ ク ー ン 法 'i,t 必
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次 に 各パ タ ー ン の 1 1f 能性や状況 を 述 ぺ る 。
① SD030=SD225 (心 々 約 1 I m )  

共 に 切 り 合し 、 K 、 • 吊 新 し し ヽ 沿'/ で あ る SD030 は 粛げf.l人． 北端でのみの検 1 1 1 で あ る が、 西 HIil 0) 古 代の 幣
地/\'1 (淡思灰色 I: } を 11) 1 ら か に 切 り 込んで t ヽ る 為、 滞 と し て 扱 っ て し ‘ る a SD225は 部分 的 に 迩 l;/J れ な が
ら も 』,'J ft 区 令 （本で 検 出 し て し ヽ る 。 共 に .t1H I· が I火 褐 色 系 で近 似 し て し ヽ る ，， し か し 、 部 分 的 な 検 I I \ であ り 、

検 出 軋IJ も 1公 く 追路側 ri'り と し て の 役 ','llJ を 果 た す 「 杓't」 で あ る に は 疑 I Iり が残 り 、 沿頂！ 没の沈み込みに よ る 後
J I I: の雌 I:で あ る 1 11fi�1t b 抒 え ら れ る 。

② S0035- SD050 (心 々 約 I J . 5 m )  
⑤ SD035 · 055-SD050 (心 々 約9 . 8 m � 1 0 . 5 m )

共 に 切 り 合 し ヽ I·. ヽ ....:.. n\ 1 1 に 新 し し ヽ h'i't で あ る ， こ の I � ク ー ン は 北 端 で は S D035 と SD055 が 独 1'!: し て い
る た め分 /1v/ で き る が 、 調 代 区 中 央 か ら 1t,i 側 で は l, iJ ·化 し て し 、 る た め 分）rり が困 難で あ る 。 北瑞 で検 出 し た
部 分 はSD035 が汁'/ 全 体 の ラ イ ン か ら 西 側 に 膨 ら ん で お り 、 そ の た め に 約 1 1 . 5 m と 心 々 幅 が11; く な る 。
北端が斜 訓 の た め 特 汎 的 な 敷 設で あ る と す れ ば、 ま た はSD035 · 055 の溝が l1 il じ 祁 分で掘 り 1「( さ れた と
(I又迫す る と 約9.8 111 - I 0 .5 111 と し ヽ う 数 (11'( が J,け 本 に な る と ，呼 え ら れる 。

@SD055-SDOGO (心 々 約 1 0 . 3 m )
⑥ S D035 · 055=S0060 (心 々 約9 .4 m - 1 0 m )
共 に 切 り 合 い 卜.、 ：番 1 1 に 新 し し 濯りであ る 。 北端部のSD055 が 令 体 の ラ イ ンか ら n ,·. 西 側へ膨 ら んで お
り 。 状況は② ・ ⑤バ ク ー ン と ltil 様 で あ る 。

⑦ SD 1 35 SD065 (心 々 約8 . 7 m l
S D 1 35は -. 吊 I I に 占 < 、 S D065 は 似 b い 淋'1' であ る 。 共 に 調 r1'f. lメ． 北 半 分 の みの 検 出 で 、 J1ll I ·. は 瓜 色

系 で 近似 し て し ヽ る 。 共 に 斜 lfliで の 検 i l l で あ る た め 、 部 分 l'Iりな 伽 り 直 し の溝で あ る 1 1f能性 が 杓 え ら れ る 。

⑧ SD070=SD050 (心 々 約8 . 5 m -8. 2 m l
SD070 は最 も 占 い 71'りで 、 SD050 は 一 府(1i に 新 し い 溝 であ る 。 共 に 荼 褐 色系 の .t'I! I·. で一部 に l辿 ド /\YI を

も つ点が 共辿す る 。 心 々 幅 の 数 値 に ば ら つ き があ る の はSD070が 虹船 1· 1り で な く 杵 1:蛇行気味 に 敷 設 さ れ
て い る た め で あ る ，）

◎ SD070-SD060 (心 々 約8 . 0 m - 8 . 9 m )
調 代 If 怜i 側 で は 共 に 1以 も 古 い 溝 ( 』,',I 介 区北側 で はS D060 は 消引 I に 内 し ヽ ） で あ る 。 粕'I幅 がSD07 0で

約30cm、 S l)060で約 7 0cm以 Kで あ る た め 規 校 に 沿 異 が あ る 。 心 々 幅 の 数 雁（ に ば ら つ き があ る の は⑧ と
l1 il 様の雌 1 1 1 で あ る 。

⑩ SD07 0=SD065 (心 々 約8 . 0 m )
共 に 』,IJ i"'f.lべ北 ,,,,分 で は 11只 も 占 し 淋'lで あ る 。 J-11! l.: が近似 し て お り 、 残((.状 況 と 堀底の枕船j が ほ ぼ J1iJ じ で

あ る 。 し か し 、 SD065 は 調 r1'f.Jx: 1H側 で は検 I l l し て いな い点が 11\J /迅で あ る 。
以 Kの こ と か ら 、 比較 fi(J 1 1J能性が 翡 い と 埓 え ら れ る パ タ ー ン を 切 り 合 し ヽ Ii『i に 並べ る と 次の よ う な 変追

が 冴 え ら れ る 。
《 古 い → 新 し い》

⑩ SD070-SD065+=!: ⑨ SD070-SD060→④ SD055 ... SD060一②SD035-SD050ー①S0030=SD225 
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b追路状辿構の 各柚の痕跡 に つ い て
● 1 1  

今加l 検 Il l し た 追路状辿 構 (S P'22 0) か ら は 両flllJ 溝以外 に 各帷の艇跡が検 1 1 1 さ れて い る c こ れ ら 0)1]・｛跡
は 「 ,, · oa 」 と 称 さ れ る 追 路 だ け で な く ［生活氾」 等 を 含 め た 各地の追路状追 梱 か ら 検 出 さ れてお り 、 調

,ii � 
代J� 例の刑/JII に 伴 っ て 、 各艇跡 に つ い て の分類や追路 施 T. ク イ プ等 が研究 さ れて い る ，

Sド220で検廿I さ れ た 各痕跡 につt ヽ て は
I . (Jl1Jh'1i 
2 路 tfli ( !  辿 化 し た lfli)
3連続 I:腺 （ 波板状の巡続 Iこ堀 ）
4帯状にl辿 化 し た ,m (常状制化而）
5盟状の剛証i を 悦 う 小礫ゃ I淋甘 微 少 片 （術状lij』 化 疫 u
6突 き 固 め痕跡 r n訟状痕跡）

こ れ ら の 各痕 跡 ,� つ い て の 名 称 は「f追等の鼎J r"r. か ら 研究諸氏 に よ り 捉 ポ さ れて お り 、 そ の 痕跡 を 佗 む
施 -cu料の 復 心こつ いて も 提 ぷ さ れ て い る 。

以 いこ '''i 辿跡 で 検 出 さ れた 各痕跡について 本 文 と 1T( 視す る 祁 分 も あ る が 、 状況 ・ Jりt 見 を述べる。
I . O!U tiW 

前述の と お り 、 束 西 1,r,J !HII溝 を 9 本 検 1 1 1 し て い る が 、 こ こ で は 側 溝 の 放 ，股環燒 と 施 i: に つ い て 述ぺ る 。
閾i't Iメ．北 'I" 分の級や か な 斜 1(1 1 地 形 部 分 ( .J如 朽 区北端邪） で は 西 側h'りで あ る SD035 、 055が,,りへ膨 ら ん

で お り 、 こ の 部分の みが軋1] 7!','i' 令 体 の ラ イ ン か ら fl ,�ず れて い る 。 こ れは I . 路 1(1 j 幅 を 、心�,�, ,・�� に ）公 げ る た め 、

2 . ,  闊 ff. I人： 北 側 が斜 1(1( 、 怜i ll!IJ が りJ り 辿 し の た め排 11<及ぴ路 1(riが,; I·. げ を イ i 効 に 行 う た め 、 3 . 』,\I ff, 地が）訳家推
足地 であ り 、 追路外の開施設 と の関係 （ こ れ につ いて は後述す る ） 等が 名 え ら れる 。

側 h'り の』{,1 底 に つ し ヽ て は 』,II 粁: I)(北(Ull は斜 !ill に 従 っ て 北へ低 く な る 。 』,'J ff. lメ 怜j fllil は フ ラ ッ ト で あ る が 、 部
分 的 に 竹'i か な i',沿 低 が 兄受け ら れ る 。 こ の 翡 低の});(IAI に つ し ヽ て は 、 I . f!III 溝 の 切 り 合 し 1 の た め 、 2 』Ill 溝施 i:
時の掘 l'IIJ /1'1. 位 の た め 等 が 杓· え ら れる 。

SD070 に 閲 し て は泄J f'f. lべ 怜i l分 で は 洲／ ラ イ ン が 社どでな く n 「蛇行 し た 形 状 を な し て し ヽ る 。 埼 I:. 県）所
;1 :i 

汎Ii 叶! (/) l: 辿跡の追路1ui1 n'り と 11 11 様の形隙で 、 辿帖 し た I·.#質状 を 間 し て お り 、 テ ラ ス 状 の 部 分 に つ し ヽ て は
I . I I  I 人 I I 、 2 . i!l!J h'(tfit!i r : 時のl/11\ I'llドj'i. 位 窃が 9号 え ら れ る が池l �i iメ＇．北 0111 で は 令 く 検 1 1 \ さ れて し ヽ な し ヽ た め イ�I U I な
点が残 る 。 ま た 、 こ の 側 汁り は · 滑 占 し ヽ 側 洲 と 9号 え ら れ 、 '1't i i i』,',I tt 例 と は (ll!Jri'i'/O) 切 り 合 し ヽ I:等 か ら 逆 の 様,1 ,1 
相 を 堪 し て し I る 。 こ の状 況か ら 追路 血 は拡 幅 さ れ た 11f 能性 があ り 、 平 ’女JO J に 路 ,Iiiが縮 小 傾 lirJ に あ る と い
う 語 例 と は 異 な る 。 し か し 、 兵/if (県赤穂I服洛地辿跡や中 部·,,: ,; di J·_野辿跡邪では駅），切l 辺地域の路伯iが拡がai :; 
る （碩向 が指摘 さ れて お り 、 1i1述を窺わせ る 狩 料 で あ る 。

2路 1Tti ( !  辿 化 し た lfli )
』,'J i'f. lx: 1H 平 分の 2/3 NIじ で路 而 を 確認 し て い る J 硬化 し た 1(1 i は IM側ti'i'I lf\J の ほ ぼ 和(IT ( (llll h'り の l°i.. ち I.が

り itll 分 か ら ） で 、 勝j'( ( lJ,1+ (!)床 1(1i の よ う に i見 化 し て お り 、 追路（史 川 時 、 作 し く は路 1(1i形成の為の地菜の
痕 跡 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 こ の 路 IUI に (11f ら かのI l: )1 が/Jii え ら れ楷状 に ｛辿 化 し た 1(si ( 札 礼肛見 化 rui) も 確 認
し て い る 。

diり

路 J(Tiで他の I J '例 と 'i'訊な る の が 、 路 rOi 中 央 部 が 似j く な っ て い る ＇ドで あ る 。 束の K辿跡 等 の I l '例では廃絶
時 の 路 f(IJ は 中 央 部が 低 く な り 、 訓 り 鉢状 を ' , 1 し た 陥分 に 盛 り I: を 行 っ て い る 状 況が確認 さ れて お り 、 今
阿 検 1 1 1 し た 路 lfliの一部は 逆で 、 路 J(1jの一部 分で あ る が断1ui が カ マポ コ 状 を ' ,l.す る (F'ig.23束D·西 E地点） 。
こ の 似j い 部 分 の 仙i側 に 惜状 !i見化 1 (1j が検 Il l さ れ て し ヽ る 。 ま た 、 検 Ii i し た 1

1,',•j l ヽ 部 分 は 地 1 1 ! を 切 り 辿 し た 部分
であ り 、 路 而の 側 化 がか な り J彫Jりで ほ ぼ地 1 1 1 と 肝 え ら れる も のであ っ た 。

3連続 I:服 （波板状の連続 I.:服）
迎路状辿 構 の 』舶咤 で は 、 路 lfliやfll!J tii't 内 に 円 形や ff'i l ' I 形、 ま た は 洲 状 に 巡 紐 し た い悩 列 が 検 / l \ さ れ る 。

II 7 
こ れ ら を 「波板状の辿紬 I:』iい 「波板状/ UJ'.い 「波 板 状 の I叫n , ,ur 」 等 と し て 報併 さ れて お り 、 追路の施 」：
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や 使 川 に 関 す る 痕跡 と し て 扱 わ れ て し ヽ る 。 こ の 艇跡の 機fie に つ し ヽ て は 、 I .  路而 I : に (f. 化 し て し ヽ t..: ,fl'li 氾物
咲 "' りと し て の 評 価 「枕木1氏」 、J 、 2 . 路 lfli 究辿 ll、}の 「路I米」 と す る 地 な ら し を し た 艇 跡 、 3、 1 . 2 仙i 行が必災性

,110 H I I  

に お いて 各 々 fr (i= し て し 、 た と 杓 え ら れ る 「機能 分 りJIJ 」 4 路 1t1i 使 川 時 ＾、り； の 「 補 修 」 と す る 2 次 flり な肌跡 ＾、り
が 抒 え ら れ て し ヽ る 今 l叫灸 出 し たSX2 4 0 は .-il,'J ff. Iメ 怜i fll!J の 路 而 が 削 'I': さ れ た 地 1 l 1 1t1i か ら 検 I l l し て お り 、

, J I· I 0個の ピ ッ ト 状 の辿続 け況であ る 他の似跡 （路 lilf 、 堺状Ii見 化1ui 、 nrnrmi と の 先 後1i1 係がイ�IIJJであ る ，9

検 1 1 1 し た ビ ッ ト の 作i�ililで堺状 M』 化 1(ijが 検 I I I さ れて お り 、 •堺状 l辿化 J(ti を 含む路 1fliが 削 'I'· さ れて し 、 た と 阪定
す る な ら ば、 辿紐 Iサ}piは路 lfff ドM に (IイI: し て し ヽ る と 冴 え ら れ る 。 し か し 、 路 1f1i ゃ僭状I班化 1f1i の 卜:gり か ら
は辿続 I)屈1 が検 / l I さ れて い な い ＇ド や 他 の 部 分 で の 検 Il lが無か っ た 'J i か ら #I淀 と し て WIめて お き た い

4 . ·: I�)伏 に 1辿 化 し た lfJj (堺状I辿化血）
調 ff区 怜j 平分でSX230 · 2 3!5の2 条 検 I I I し て る I訓 約30cm-40cm を 測 り 、 SX230 に つ し ヽ て は 南 北 に

）上 り 、 迩 中 で ラ イ ン か ら n ド 外 れ る 部 分 も 検 1 1 \ し て い る 。 SX23 5 は 北 側でSD070 に 合 流 し て い く 部 分
と 直線 (Iり にSX2110の巡紐 1))61 に 昭 が る ；1111 分 を 確認 し て し ヽ る 。

, 11 J �  

こ れら の術状I辿 化 血 の 機 能 に 伐I し て は 「 歩 行 」 「地業の l、り ())痕跡j 等 が捉ぶ さ れ て お り 、 今'"' の ケ ー ス
がfttJれの機能で あ る か 、 ま た は 他の機能な())か に つ い て は 検 ふtす る 必 ＇災があ る。

s. ·m状の硬化 J(Jj を 渕 う 小礫や I 沿 甘 微 少 ） ',· ({I�状 I測 化 �ij I · )  
堺状I辿 化 1(11 検 1 1 1 時 の }� I: は 小礫や l灌怜 微 少 片 を 含 むJIH I: であ っ た 。 辿 構 直 し のJIH I·. は淡茶黒 I: で あ っ

た た め 、 邸 図 的 に 允瑣 さ れ た も の で あ る と I序 え ら れ る (l よ た 検出 し t..: こ れ 「) CT) t\'.l 日よn��;濱川訓旧.: Ill� ら
ず路 1f1i 11'( I·. で 部 分 的 に 『rll 1認 し て し ヽ る (l

6 突 き li'il め痕 （県lj突状艇跡）
検 1 1 \ さ れた りa 跡 は 1 1 1(1i (!) 道 路 跡 (S I 1ヽ0 1 0 ) ())路 訓 や 周 辺 の 幣 地 WI で fitll ,認 し て し ヽ る が （ ド ig . 9 ) 、

SF220 に 関 し て は 部{JIil ii'1'/ 内 の 硬 化 1-. { }'tl I: ) に つ し ヽ て ,tff;定 さ れ る i'i!I 分 があ る が 、 路lfli 、 辿続 U/Si 、 僻
状I述 化 1/1 j邪では『｛ 肌認 し て い な い

c.SF2200)時 期 につし I て
ii I J  

各 側 溝 か ら 1 1 I 1-. し た 1 僻 を 概観 し て お く 。 年 代 似 に つ し I て は 、 他地域で あ る 筑 1·111 ( 太 ‘ 1ヽ1 }(,、［） 、 北筑後
（ 久柑(菜、 小悼＇） 、 JI諏 （ 紺Jd. . 熊関 0)枷1年か ら 祁いた 「 1 1 如 と し て 捉 え た も の で あ る

し 、ず れ に し て も !JIIJh'1'/ I I I I :  辿物のた め l』 l 然JII! 没や人為I'加I! め ＼＇，： て に 伴 う 辿物 で あ る た め . II、1i'Wl i'l1·J な 1 1 1 I: 
傾Ji11 や IH I ·. 状況を 合わせて述べ る 。
叶.[ fi11J ri'i'I 
SD030 I l l  I: 辿 物 が 小 ） ，1・ ( I:師 沿 ） の た め 心リ J で あ る し か し こ の 汁り に 切 ら れ る 撒地Ji·り （淡黒）火 色 I·.)
1 1 1  I·. 辿 物 に I: i'llli 甘廿 k 1tr. 、 人 椀 、 緑 釉 陶 淋 が あ り 、 こ れ ら を 9 1 1t 紀 ,m 平 と す る な ら ば 、 そ れ以陥の 時 期 が
ヽ牙 え ら れ る 。
SD035 罪 l:Jil 1 : /fり で 黒 色 い料A 類 椀 片 を 11 1 1 ·. し て し ヽ る 。 他の辿物 も 8 1 11:紀後 'J';か ら 9 1 11:漁山'iii 平の辿物で
あ る 。 ま た 、 筑後地域 に 1 1 I I· 傾 向 が 渠 中 す る 、 筑 後 特 村 の I湘i と ヽ号 え ら れ る I'll! り 出 し 似j 台 の 椀 (8 Jlt紀
後 'l,.• 1) ヽ ら 9 111:紀 ,·11/ 'J'; ) も II \ I ". し て し ） る ，：＇

SD055 坪 を I J. ば し か 報作 し て し 、 な し ヽが 、 他 に 甑 ） 「 と 製�) 'iを 出 I·. し て し I る （ 出 I·.辿物台帳 参照） 。 胚は底
部 を F持ちヘ ラ 削 り し た 杯 で 8 111:紬'ill 平か ら l j I �ll ま での I '.盟 と 推と さ れ る 。 SD035 · 0 5 5 1 1 1 I: 辿 物 に つ
し I て は 1•:.�坪が 行 r 占L 、感 じ がす る が、 慨ねS Iii:紀 後 平 か ら 9 111:紀前 半 に か け て の辿 物 と ヽ号 え ら れ る 。
SD070 Ii I 部 に :'. �り の 突楷 を 貼 り 付 け る ,,Mが1 1 I I: し て お り 、 9 111:紀1·1i1 'I':o)辿物 と 冴 え ら れ る
1JLjflllJ汁り
SD050 紺i、ぷ 附 盆 、 '•1

°1(等 か ら 8 JI I:紀後 半代以降 と 冴 え ら れ る 。
SD060 �1'iJJ.( :+:{外 は 行 I 州i し I感 じ が あ る が 、 虚 、 .,位 か ら 8 J I I;紀 代 か ら 8 J l t紀 1'(!J 'J', ま でが 冴 え ら れ る U ミ ガ
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g竪穴）且 構 に つ し ヽ て
今1 1 1 1 検 I I \ し た 辿 構 0) 中 で も SX04 0 、 1 00 は 一辺が約2 ,n 木満の極端 に 小咽 の 辿 構 で あ っ た 。 こ れ ら を

I 小 竪穴」 l 小咽 l翌穴」 等 と 呼 ばれ、 検 l l 'r例 が報併 さ れて し ヽ る 。
SX040 、 1 00の特徴を列叫す る と
1 . 1班 化 し た 床 l前 を も っ，
2 . /和([j に 被 熱艇跡を 確認 し て し I る 。
3 . �  屯穴 を 検 出 し て し 、 な し 、0

4 . SX ! OOについ て は カ マ ド が付設 さ れ る
5 .  I l l  I ·. 辿物が8 111:紀後 'I', か ら 9 11 1;紀 前l 'I';の辿物 であ る112 I 

こ れ ら の 特徴 は筑紫野IiのI祈J i l l 地区辿跡I作で 報 併 さ れて い る 辿 梱 と 幾つかの共辿点があ り 、 I . I和/1j に
被 熱痕跡が残 る 、 2 . 時 期 が8 11 1;紀 後 半 か ら 9 1' 1;紀初liJ( で あ る 、 3 . H迎沿 し ‘で あ る と し ヽ う 類似点 を も っ て し ＼
る 。 ま た 、 ヽ11 diで も tYiJ t l{ l j l ノ l渫追跡で一辺が約2 m の 小ifJ. (Ul (SI  1 50) を 検 出 し て し I る 。

" 四

こ れ ら の 小 利 の '�� '.パ に つ しヽ て は 、 6 111: 紀か ら 始 ま る 照 穴住 Ji'fの縮 小化視(« の中での (11. li'l 付 け さ れ た も11�-1 
の と 、 あ る は� ()) 時 期 と 場 所で IH 視 す る 竪グ(( l: J沿 と •線を 11t1j し た 機能を持つ辿構 と い う (\1: Vi 付 け が 埓 え

,I 2•t 
ら れ 、 前1 者 は 枷I 叫·l: 建物への移 行段I糾代での機能分別 （炊 ’ド場的施設な ど ） や 占 イ i ,ヽ ；� 1111 が縮 小 し な い紐築
方法 (f l:lt•} 外 の 柱 配 WIゃIぅ{根の 仔 き ）'j の変化） 、 後 者 は ＇，刊Ml!kl辿辿跡で検 Ill さ れ る 例があ る た めそ れ ら 0)
施設 と の l!kl 辿性が 9号 え ら れ る ，

今11 1 1検 I l l し た SXO!I O 、 1 00 に つ い て は 市 内 に お け る 検 I l l 例 Wt!JII や 周 辺 巾 町 村 で の 検 11 \ 例 を 待 っ て 辿 構
の機能や必疫性の11\Hcf.l を 検 N し な け ればな ら な い(I

('1 )  SX090 、 1 30 に つ し ヽ て
11IJ辿 構 共 にS F22 0側 溝 を （り'iか に 切 る 辿 構であ る , 1,1i111111 h'砂ll 没 後 に 形 成 さ れて お り 、 服底の1 1 1 1 1 1りが激 し

く 「 I 噸取 り 辿構 （ 粘 1 -.採掘坑） 」 と 名 え ら れ る 。 ま た 、 Sド220!111l ri\'/ を 僅 か に し か りJ っ て し I な し 、 た め 、 追
路辿構 と のl!kl 辿が ヽ冴 え ら れ る 。 SX090 I I \  I ·. 辿物の I消Iii 憐l 椀 外 底 に 「 I: 及 人 」 のJ\�しい い料 を 11 I I: し て お
り 、 「 I : JJ」 は 筑 後 国 I : 及 / Illの Jl!S 名 と J,iJ し 文字·で あ る SF220cJ)『f 追 を 燒 界 に し て 如!Ill を 「 I砂． 及I恨」 、 西
側 を 「 ド 及 1 111」 な し ヽ し は 「 ；．瀦郡」 と し ヽ う 推巫 が さ れて お り 、 I l l I ·. し た 辿 構 、 辿物 はSF220東側 、 小.r
が 「 I Iノ マ ヤ」 と し ヽ う U汎求推定地で あ る こ と か ら 、 そ れ ら と の111 述 が 冴 え ら れ る 。 他の 出 I湛．辿物 も 概ね
8 11 1: 紀 後 半 か ら 9 1 11:紬'11( 半の辿物で あ り 、 側溝雌没後 期 に 近 い 時期 の も ので あ る と 埓 え ら れ る U

② It砂 史地珊';t: 、 文献 史学で 推定 さ れた駅路 ('i'f迎） 、 駅家 、 条 I IJ. に 1i1す る 杵察
古 代追路fiJf'代 に 関 し て は 1恰 史地珊';t: 、 文 献 史学か ら の ア プロ ー チ に よ っ て 各地で路線や諸施設の推迫

がな さ れ 、 そ れ を 杓 内 学 的 f 法であ る 発掘 瀾 代やfiJf究 に よ って 検証が行われて い る n
.�I i'.1 .oll :!U ,t27 出12ij

筑後国 ( •JI, di域） に つ し ヽて は 閻 橋誠一 、 木 卜 艮 、 1 1 野尚 、ぶ、 松村 、良氏に よ り 駅路 (『f逍） 、 ）J1/{家 、 条
地の 推追 • 復 元 が 行 わ れて し ヽ る 。 駅 路 （ 竹 追 ） に つ し ヽ て は 「 イ,'/. H1I と 屈橡 ( p 2 、 3) 」 で述べた と お り 、

i i i北部の•j-:J此 昇 に よ っ て 推巫 ラ イ ン が 設 け ら れた 。 駅 家 に つ し ヽて は 1 1 野氏 が 人 ·r-: 「 和 泉 」 付近 な い し は
椎 迫l�){路 の 束 側 の ,{E水 、 山 ノ ） 1: 川 渡 河J駆，（ 付 近 を 、 I I !Jlf 、 水 ド氏 が 小 · ;-: 名 「 1 1: ノ マヤ」 付近を 、 松村氏
は 「 I I: ノ マ ヤ」 北隣 に あ る ·;-: 「 t J (路」 付近 を 『延 喝 式J I記 載の 「 迅野駅」 と し て �ff;足 し て い る 。 条 Ill. に112'1 っ し ヽ て は 1 1 !l!f氏 に よ る 復 凡案が提ぷ さ れて お り 、 駅路を �Ill炭 と し て 束 側 を 「 I: 及 ／服l 、 西!Ill] は Jぷ 川 町 のJ公
川 流域を 「 一．

．瀦 I祁 」 、 筑後 d i 南 部 の矢 部川 ）FJ'r� �fii域を 「 ト
・
及郡」 に比迫 し て し ヽ る 。 ま た 、 「 ：．瀦I祁」 「 卜• 及

間 の I即党は筑 後 d i に 流 れ る 他ぶ 川 流賊 を 想 ＇ぶ し て い る 。
駅路に つ い て は 平成5 年 に 餡 1 1 1 中 巾 ノ 塚辿跡で 1,10 fl!IJ 汁り を 伴 う 追路状辿構 を 検 I I I し 、 以後 、 伯 1 1 1 木 ）il. ノ

角 辿 跡 、 餡 1 1 1 11-. ヶ 池辿跡 、 山 ノ ） 1: 川 I I j且跡でl iiJ 様 の近路状 辿 枯i を 検 I I I し た 巾 に よ り di I対 部 域 に ほ ぼ . 11'( 
線の追路が(i-在 し て いだドが確 認 さ れた。

今l • •I の 調 代 地 は 、 ヽLI di』恥 汗 例 （ 餡 I l l 1―I―I di ノ 塚辿跡 、 餡 1 1 1 木 ）tJ. ノ f「J 辿 跡｀ 紅） I l l 牛 ヶ 池辿跡 、 山 ノ ） 1 :  川 1 1
辿跡） の 中 で 凪北部の 11:陵 I : の 訓 h で あ っ た 。 ま た 、 人りr界が怜i北に 直線状 に 延 ぴ る 批迫 ラ イ ン ト に 位
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凡例

辿物写真右下の番埓は、 以下の と お り で あ る 。

ー

辿物番号





Pla . 2  
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． �ヽ. .  
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SD020 l·. /1''1 7視寮 （西か ら ）
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ITI 1f1T ,It 'I'; クti'�伽I�犬i兄 （ 以 上カヽ ら ）— -
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‘

ノ·�伽l叱犬 i兄 ( 1ti 力 ‘ ら ）
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SF220官道跡西側溝 (SD035) 完掘状況 （南から）

SF220官道跡西側溝 (S0035) 土附観察 （北か ら ）
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SF220'1'\'追跡西側 r,'り （ 西 B 地点） l·.W/ 観M ( 1H か ら ）

1 35) ';'� り11\�犬りし （ 怜i カ ヽ Iう ）
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Sド220『f 追 跡 西 側 洲 南 半 分完伽I状況 （北か ら ）

SF220官）江跡 西 側 滞 怜j'ド 分 （ 西 E 地点） u·(1 観察 （ 北か ら ）
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SF220'1'1'追 跡 束 側 溝 （ 束 B 地点） 1こ）i"i 観察 （北か ら ）
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Sド220'1',;追跡 束側洲 (SD225 、 050 、 060) 完伽状況 （ 南 か ら ）
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